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_ 1111 p 疆インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneerJp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 

上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどを 
お届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったとさのよくある質問や各種お問い 
合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービス 
の提供を目的としたページです。 


取扱説明書 


はじめに設置と接続各部の名称準備する 


サラウンド 

再生 


ラジオを 
聞< 


他機器の 
接続 


5ろ5ろな 
機能を使ラ 


その他 
















まを上のごを意 

♦安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの「安全上のごを意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま 
全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな給表示をしています。その表示と意味 
は巧のようになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 
人び死 t または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容を示しています。 


A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が損害を負う可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
います。 


絵表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む）しなけれ 
ばな5ない内容であることを示して 
います。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場 
合は感電注意)び描かれていまず。 

0記号は禁止（やってはいけないこ 
と）を示しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は分解禁止）び描かれていま 
ず。 

参記号は行動を強制したり指示する 
内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場 
合は電源プラグをコンセントか5抜 
け)び描かれていまず。 



A 警告 


異常時の処置 

• 万一煙び出ている、変なにおいや音びす 
るなどの異常状態のまま使用すると乂 
災•感電の原因となります。すぐに機器 
本体の電源スイッチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して販売店に 
修理をご依頼 < ださい。お客様による修 
理は危険ですから絶対におやめくださ 
し、。 

C * 万一内部に水や異物等び入った場合は、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用する 
と乂災-感電の原因となります。 

• 万一本機を落としたり、カバーを破損し 
た場合は、機器ホ体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店にご連絡<ださい。そのまま使用 
すると乂災-感電の原因となります。 



• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金属物び付着している場合は、電源プ 
Vi ^ ラグを抜いてから乾いた巧で取り除いて 

ください。そのまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。 

0 ® 電源コードの上に重い物をのせたり、 
コードび本機の下敷きにならないように 
してください。また、電源コードび引つ 
張られないようにしてください。コード 
び傷ついて、乂災-感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆うことに 
より、それに気づかず、重い物をのせて 
しまラことびあります。 

放熱をよくするため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけてください。また、次のよう 
な使い方で通風孔をふさびないでくだ 
さい。内部に熱びこちり、乂災の原因と 
なることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

^じゅラたんやふとんの上に置く。 

^テーブルク□スなどをかける。 








Q 


着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
び付属している場合のごミ主意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他 
の電気製品ではご使用になれません。他 
の電気製品で使用した場合、発熱により 
乂災•感電の原因となることびあります。 
また電源コードは本製品に付属のわの1；( 
外は使用しないでください。他の電源 
コードを使用した場合、この機器の本来 
の性能び出ないことや、電流容量不足に 
よる発熱から乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。 


使用環境 


本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化 
粧品、薬品や水などの入った容器または 
ルさな金属物を置かないでください。こ 
ぼれたり、内部に入った場合、乂災•感 
電の原因となります。 




めれた手で（電源）プラグを抜さ差しし 
ないでください。感電の原因となること 
びあ0ます。 


0 «本機の通風孔などから、内部に金属類や 
燃えやすいをのなどを差し込んだり、落 
とし込んだりしないでください。乂災 • 
感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではごを意ください。 


• この機器に水び入ったり、めらさないよ 
ラにごを意ください。乂災-感電の原因 
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺 
での使用は特にごを意ください。 

• 風呂場、シャワー室等では使用しないで 
ください。乂災 • 感電の原因となります。 

0 «表示された電源電圧（交流100ボルト 
50 Hz /60 Hz ) じ(外の電圧で使用しな 
いでください。乂災-感電の原因となり 
ます。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源に 
は接続しないでください。乂災の原因と 
なります。 


• 本機のカバーを外したり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、乂災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備-修理は販売店にご依 
頼ください。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に巧げたり、ねじったり、引っ張った 
り、加熱したりしないでくださし、コード 
び贼員して乂災•感電の原因となります。 
コードび傷んだら（お線の露出、断線な 
ど)、販売店に交換をご依頼ください。 

• 雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因 
となります。 





A 注意 


設置 

0 «電源プラグは、コンセントに根元まで確 
実に差し込んで<ださい。差し込みび不 
完全ですと発熱したり、ほこりび付着し 
て乂災の原因となることびあります。ま 
た、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことびあります。 

0 «電源プラグは、根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して乂災の原因となること 
びあります。販売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼してください。 

ぐらついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ち 
たり、倒れたりしてけびの原因となるこ 
とびあります。 

0 «本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、 
湿気あるいはほこりの多い場所に置かな 
いでください。乂災-感電の原因となる 
ことびあります。 


A * テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの機 
器の取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、 
説明に従って接続して < ださい。また、接 
続は指定のコードを使用してください。 

本機の上に重いちのやが枠からはみ出る 
ような大さなをのを置かないで < ださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることびあります。 

0 «本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、。放熱や通風び妨げられて、乂災や故 
障の原因となることびあります。(取扱説 
明書でテレビの設置を認めている機器は 
除さます。） 

0 «電源プラグを抜く時は、電源コードを 
引っ張らないでください。コードび傷つ 
さ乂災-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

電源コードを熱器具に近づけないで<だ 
さい。コードの被覆び溶けて、乂災-感電 
の原因となることびあります。 






• 移動させる場合は、電源スイッチを切り 
必ず電源プラグを]ンセントから抜き、 
V |^ 外部の接続コードをがしてから、行って 

ください。コードび傷つさ乂災-感電の 
原因となることびあります。 


使用方法 

0 ^長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因 
となることびあります。 

0 «本機に柔ったり、ぶら下びったりしなし^ 
でください。特にお子様はごを意くださ 
し、。倒れたり、こわれた0してけびの原 
因になることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時 
は、安全®ため必ず電源プラグを]ンセ 
>4^ ントから抜いてください。 



0 ® 指定!;(外の電池は使用しないでくださ 
し、。また、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災-けびや周囲をミち損 
する原因となることびあります。 

電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
(プラス (+) マイナス（一 ) の向き)にミち意 
し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、 火災. 
けびや周囲をミち損する原因となることび 
あ0ます。 

0 «長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
乂災、けび、周囲をミち損する原因となる 
ことびあります。をし液び漏れた場合は、 
電池ケースについた液をよく拭さ取って 
から新しい電池を入れてください。また 
万一、漏れた液び身体についた時は、水 
でよく洗い流してください。 

0 «電池は加熱したり分解したり、乂や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災、けびの原因となる 
ことびあります。 


保巧 • 点巧 

A m 日年に一度くらいは内部の掃除を販売店 
などにご相談ください。内部にほこりび 
たまったまま、長い間掃除をしないと乂 
災や故障の原因となることびあります。 
特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと 
より効果的です。なお掃除費用について 
は販売店などにご相談ください。 


載たあ！^ び場因 

をれび人 光る原 

器をと2 曰なの 

機。こは 射く災 

才いるび 直高乂 

ィさな運 やび。 

デだとち 中度い 

I く因持 の温さ。 

才で原、。車にだす 

やいのはい動常 V ま 

ビなび合さ自異でり 

レしけ場だたどいあ 

テ動てい V つななび 

に移し重て切所しと 

上ま下。つめ場置こ 

のま落す行開る放る 

機た、までをたにな 

本せりり上窓当所と 

•0 が 


お手入れの際は安全のために電源プラグ 
をコンセントから抜いて行ってください。 





• 電源の供給を完全に停止するためには、電源プラ 
グ（遮断装置）を抜く必要びありまず。万一の事 
故に備え、本機を電源コンセントの近くに設置 
し、電源プラグ（遮断装置）に容易に手び届<よ 
うに設置してください。 



• 機器本体の STANDBY/ON ボタンで電源を切つ 
ても、電源の供給は停止しません。電源の供給を 
完全に停止ずるためには、電源プラグ（遮断装置) 
を巧く必要びあります。旅行などで長期間、この 
製品をご使用にな5ないときにはま全のため必ず 
電源プラグ（遮断装置）をコンセントか5巧いて 
ください。义災の原因となることびあります。 



A 注意 

• 表示部び消えていても電源の供給は停止しません。 
電源の供給を完全に停止するためには、電源プラ 
グ(遮断装置)を抜く必要びありまず。旅行などで 
長期間、この製品をご使用にな5ないときにはま 
全のため必ず電源プラグ(遮断装置)をコンセント 
か5抜いてください。义災の原因となることびあ 
りまず。 



〇禁止 

• 付属の電源コードはこの機器のみで使用ずることを目的とした専用部品でず。他の電気製品ではご 
使用になれません。他の電気製品で使用した場合、発熱により义災-感電の原因となることびあり 
まず。また電源コードは本製品に付属のらのに(がは使用しないでください。他の電源コードを使用 
した場合、この機器の本来の性能び出ないことや、電流容量不足による発熱か5义災•感電の原因 
となることびありまず。 


〇本機の放熱について 

• 本機を設置ずる場合には、壁か5己 cm じ(上の間隔をあけてください。また、放熱をよくするため 
に、他の機器との間は少し離して設置してくださしラックなどに入れるときには、本機の天画か 
55 cm じ(上、背面か5己 cm じ1上、側面か5己 cmJ；Lb のずきまをあけてください。内部に熱びこ 
もり、义災の原因となることびあります。 









fib めに 

本機の特徴 


7. スピーカーラックシステム（己- 07) 専用ホームシアターシステム 

本機はレシーバーサブウーファー、センタースピーカーおよびワイヤレススピーカーで構成された、 
スピーカーラックシステム (B-07) 専用ホームシアターシステムです。専用オプションシステム 
のため、 B- 日7のフ□ントスピーカーを使用し、すっきりキレイに省スぺースで己]チヤンネルサラ 
ウンドを楽しめます。 


2. 5.1 チヤンネルのレシーバー機能を搭載した高性能ヴブウーファー 

本纖ま FM/AM ラジオはもちろんのこと、ドルビー^1デジタル、ドルビープ□□ジックII、 DTS 《 2 、 
MPEG-2 AAC などのデコーダーを搭載しており、本格的な臨場感でサラウンドを楽しめます。 
また、さまざまな臨場感を体感でさるアドバンスドサラウンドモードも搭載しており、お好さな音 
場で楽しむことびでさます。 


义ワイヤレスリアスピーカーで、ホームシアターがよ D インテリアにマッチ 

デジタルワイヤレスち式を採用した U アスピーカーは、視聴位置より後ちならばレイアウトフ U — 
でホームシアターを簡単に完成させます。ワイヤレスでお部屋を横切るわずらわしい配線ち不要で 
インテ U ア性に優れ、またに.4 GHz デジタル伝送ち式」により、 CD 並の高音質サウンドび楽し 
めます。 


4. 最適なヴラウンド環境に整える、自動音場補正システム 「MCACCJ 

本機は自動音場補正システム 「MCACC(Multi-Channel Acoustic Calibration System)」 を搭 
載し、各スピーカーの音量、距離、音質をお部屋に最適な状態に設定します。最短2分程度のわず 
かな時間で、複雑で難しいとされるサラウンド環境の設定び簡単に行えます。 


5. MP 3 などの店瓶音声を、高音質で再をする「ヴウンドレトリバ ー J 

WMA《 3 、 MP3、 MPEG-4 AAC などのステレオ音声に対して、圧縮•収録時に失われた音楽の抑 
揚感やさめ細かさを復元して高音質化する「サウンドレト U バー」機能を搭載しています。 


6 . 環境にやさしい設計製品 

己1チャンネルレシーバー機能搭載サブウーファー部は、スタンバイ中の消費電力を 0.2W に抑え、 
環境に配慮した設計をしています。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 タブル D 記号及び AAC □ゴはドルビーラボラトリーズの商標です。 

《2 ‘‘ DTS ’’ および " DTS Di 呂 ital Surrauncf は、 DTS 社の登録商標です。 

《3 WMA(Windows Media ® Audio ) は、 Microsoft ® 社び Windows ® Millennium Edition しソ降の日 S に標 
準搭載している高音質な音楽圧縮フォーマットです。 

Microsoft、Windows Millennium Edition および Windows Media は米国 Micros 日 ft Corporation の米 
国およびその他の国における登録商標または商標です。 








付属品の巧認 


• 保証書は、 HTP - 日 7 B の外箱に貼ってあります。 

[ レシーバー サブ ウーファー 部] 


• U モコン X ] 



I ディスプレイユニット X ] 


>ディスプレイケーブル X ’ 


• FM 簡易アンテナ X ' 


• 単3形乾電池 ( AA / R 目） 
X 2(動作確認用） 


電源コード XI 


I スぺーヴー X 2 


I 滑り止めパッド X 4 


> AM ループアンテナ X ] 


(図は組み立て 
た状態です） 


| SR +ケーブル x - 




同軸デジタルケーブル X ' 


iss 

• MCACC セツトアップ用マイク X ] 


1光デジタルケーブル X 2 


I 取扱説明書 




[センタースピーカー部] 


I センタースピーカー X ’ 


•スピーカーコード 

4 m / 赤色（フ□ントス ピーカーち 用） X ] ^を 

4 m / 白色（フ□ントスピーカー左用） X ] 

4 m / 緑色（センタースピーカー用） X ] - 勺ん 


[ワイヤレス スピーカー部] 


• ワイヤレススピーカー X ] • トランスミッター XT •才_デイオコ_ド X - 



• 電源コード X 


A 

>八じァダプター XT 



• コーシヨン ラベル X ’ 
• 保証書 
• 取扱説明書 


はじめに 



























サラウンド再生を楽しむまで 

本機で最適なサラウンド再生をお楽しみいただくためのステップは！;(下のとおりです。 
スピーカーの設置と本機の接続をしてから、自動音場補正システム 「MCACC」 設定を行えば、 
お部屋の状態に合わせた最適な U スニング環境び簡単に整いますび、さらに音質を調整してお好 
みの音場を構築することち巧能です。 























































































7 他機器の接続 

テレビの音声を本機で聞くには . 

接続のしかた . 

本機で聞くには . 

DVD レコーダーなどの音声を 

本機で聞くには . 

接続のしかた . 

本機で聞く（デジタル入力にする） 

(こ1ま . 

パイオニアプラズマテレビと 

システム動作をさせるには . 

接続のしかた . 

音量連動モードの設定 . 

入力連動モードの設定 . 

連動モードをオンにする . 

連動モードをオフにする . 

コント□ール端テの付いている機器と 

接続する . 

外部アンテナを接続する . 

AM 外部アンテナをつなぐ . 

FM 屋外アンテナをつなぐ . 

8いろいろな機能を使う 

ダイナミックレンジコント□ールを 

設定する . 

CD タイプの設定 . 

デュアルモノの設定 . 

ス U — プタイマー . 

表示部の明るさを変える . 

設定した内容をお買い上げ時の 

状態に戻す . 

9その他 

設置する場所 . 

製品のお手入れについて . 

メーカーコードリスト . 

故障かな？と思ったら . 

マルチチャンネル再生にならないとさは.. . 

こんな表示び出たとさは . 

ワイヤレススピーカー使用上のごを意 .... 

電波に関するごを意 . 

使用範囲について . 

電波の反射について . 

巧全にお使いいただくために . 

保証とアフターサービス . 

保証書（別添）について . 

補修用性能部品の最低保有期間 . 

修理に関するご質問、ご相談 . 

修理を依頼されるとさ . 

連絡していたださたい内容 . 

用語解説 . 

イ±様 . 

レシーバーサブウーファー部 

( SX -08 SW ). 

センタースピーカー部 （ S - B 07 C ). 

ワイヤレススピーカーシステム部 

( XW -1). 

サービス拠点のご案内 . 


を< じ 


1はじめに 

本機の特徴 . 

付属品の確認 . 

サラウンド再生を楽しむまで . 

2設置と接続 

スピーカーを設置する . 

スピーカーを設置する際のごを意. 
レシーバーヴブウーファーに 

滑り止めパッドを貼る . 

ホームシアターのセッティング... 

本機を接続する . 

電源を入れる . 

3各部の名郝 

リモコン . 

U モコンに電池を入れる . 

テレビコント□ール . 

メーカーコードリスト . 

トランスミッター . 

ワイヤレススピーカー . 

ディスプレイユニット . 

表示部 . 

4準備する 

デモ表示を解除する . 

サラウンドの自動設定 ( MCACC )... 

5サラウンド再生 

音源と音声出力について . 

ワイヤレススピーカーの設置と設定. 
ワイヤレススピーカーの 

いろいろな設置 . 

市販のサラウンドスピーカーを使ラ 
ワイヤレスモードを選択する.... 
サラウンド再生を楽しむ 
( U スニングモードを選択する） ..... 
サラウンドモードを選択する.... 
アドバンスドサラウンドモードを 

選択する . 

サウンドモード(音質)の調整を行う. 
圧縮音声を高音質化する 

(サウンドレトリバー） . 

スピーカー出カレベルを設定する... 
再生している音声で調整する.... 

テストトーンで調整する . 

スピーカーの距離を設定する . 

6ラジオを聞< 

放送局を受信する . 

FM 放送の雑音を減らす . 

AM 放送の雑音を減らす . 

放送局を記憶させる . 

受信した放送局を記憶させる.... 
記憶させた放送局を呼び出す.... 
U モコンの数字ボタンで呼び出す. 
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第 2 章： 

設置と接続 


スピーカーを設置する 


スピーカーを設置ずる際のごミ主意 


設置場所や磁気の影響について 

♦レシーバーサブウーファー、ワイヤレスス 
ピーカーは壁に掛けたり、天井に吊るしたり 
しないでください。スピーカーび落下してけ 
びをしたり、破損する原因となります。 

♦ センタースピーカーは]]ページをご覧にな 
り、スピーカーラックシステム（巨-日 7) の 
センタースピーカー収納部に設置してくだ 
さい。壁に取り付ける場合は、ち記の点にご 
ミ主意 < ださい。 

♦ 本機のセンタースピーカーはテレビとの近 
接使用び巧能ですび、まれに設置のしかたに 
よっては色むらを生じる場合びあります。そ 
の場合は一度テレビの電源を切り、 ] 己〜3日 
分後再びスイッチを入れてください。その後 
も色むらび残るようでしたらテレビの位置 
を変えてみてください。 

♦ 本機のレシーバーサブウーファーとワイヤレ 
ススピーカーはテレビとの過妾使用びでさま 
せんのでテレビから離してご使用ください。 
また、磁気に影響しやすい機器（フ□ッピー 
ディスク、カセットテープ、ビデオテープな 
ど）からを離してお使いください。近くに磁 
石など磁気を発生するをのび置かれている場 
合には、相互作用によりテレビに色むらを発 
生する場合びありますので、設置にごを意く 
ださい。 


ワイヤレススピーカーにごいて 

♦ 使用中に電波の状態によって、音びとぎれた 
り出なくなったりすることびありますび故 
障ではありません。トランスミッターまたは 
ワイヤレス スピーカーの 位置やち向を変え 
てみて < ださい。 

♦ トランスミッターとワイヤレス スピーカー 
の距離は約]日 m まで使用可能です。この距 
離は使用環境により異なりますので、 ]0m 
を保証するちのではありません。 

♦ トランスミッターとワイヤレススピーカー 
び近すざると受信状態び不安定になる場合 
びあります。このような場合には、トランス 
ミッターとワイヤレススピーカーを] m じ ( 
上離してお使いください。 

♦ トランスミッターとワイヤレススピーカー 
の間に障害物（金属製のドアやコンク U —卜 
壁、アルミ迫入りの断熱材など）びあると、 
電波を遮ってしまい音び出なくなるとさび 
あります。その場合はトランスミッターとワ 
イヤレススピーカーを互いに見通しの良い 
場所に設置してください。 


センタースピーカーの壁けについて 

♦壁に取り付ける場合は、重量•取付ち法に 
よっては落下-転倒などの危険性びあります。 
事故のないように十分を意してください。 

♦ 設置 • 据付場所は重量に十分耐え得る強度を 
持つ場所を選んでください。強度などび不明 
の場合は、専門業者にご相談ください。 

♦ 壁掛け用ネジは付属品ではありません。壁の 
材質に合ったちので、スピーカーの重みに耐 
えられるものをお使いください。 

♦ 据え付け-取り付けの不備、誤使用、改造、 
天災などによる事故や損傷については、弊社 
では一切責任を負いません。 







レシーパーヴブウーファーに渭〇止めパッドを貼る 




レシーバーサブウーファーの底面に、滑り止め 
パッドを4力所に貼り付けます。 

1 


n 

1 

ホームシアターのセッテイング 





サラウンド効果を最大限に引さ出すため、下の図のようにスピーカーを設置してください。ワイヤ 
レススピーカーを設置するスペースび視聴位置 （ U スニングポジション）の後方に確保でさないと 
さは、ワイヤレススピーカーを視聴位置の左側かち側に設置することびでさます。詳しくは「ワイ 
ヤレススピーカーのいろいろな設置」 （28 ページ)をご覽ください。 


♦ ワイヤレススピーカーを視聴位置から極端 
に離して設置すると、サラウンド効果び十分 
に発揮されません。サラウンド効果び不十分 
なとさは「スピーカー出カレベルを設定す 
る」 （37 ページ)をご覽になり SR (サラウン 
ドち ）、 SL (サラウンド左）チヤンネルのレ 
ベルを調整してください。とくにワイヤレス 
スピーカーを床に設置しているとさは、チヤ 
ンネルレべ J レの調整び効果的です。 


♦ ワイヤレススピーカーは視聴位置の真後ろ 
(中央）か左ちの棚や置さ台、または床に設 
置してください。また、ワイヤレススピー 
カーは耳の高さよりち下に設置することを 
お勧めします。耳の高さより上にワイヤレス 
スピーカーを設置すると、サラウンド効果び 
十分に発揮されないことびあります。 



ッおご共- 



ワイヤレススピーカー 
(サラウンドをち） 
















































本機を接続する 

A 接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源コードを抜いてください。 

また、電源コードはすべての接続び終わってから壁のコンセントに接続してください。 


レシーバーサブウーファー 



囚メモ 

• ディスプレイユニットを壁に掛けてご使用の際は、落下などによる事故のないように十分を 
意してください。 

• 壁に取り付けるためのネジ、備品は付属していません。 

囚ま意 

• 組み立て、取付不備、取付強度不足、誤使用、天災、および取り付け•取り外し作業などに 
よる事故や損傷については、弊社では一切責任を負いません。 









































ディスプレイユニットにスペーヴーを貼り付け、レシーバーヴブウーファーと接続する 


ディスプレイユニットを置いたとさに表示部び見にくい場 
合は、付属のスペーヴーを使用してディスプレイユニット 
の角度を変えることびでさます。スぺーヴーの剥離紙をは 
びして、ディスプレイユニット底面のくぼみ2力所に貼り 
付けてください。 



次に、ディスプレイケーブルの L 形プラグをディスプレイユニットに、ちう片方のプラグをレ 
シーバーサブウーファーのシステムコネクター端テ（ディスプレイユニット接続専用端テ）に 
接続してください。 




2. AM ループアンテナを組み立てる 

AM ループアンテナのケーブルは、ねじれている部分や台に巻さ付いて固定されている部分ま 
で、ほどかないで組み立てます。 


①台を外側に出します。 


②突起部を溝にはめます。 


③完成 




壁に取り付けるには... 

市販のネジや画びようなどを使って壁に取り付けてから組み立てます。 


2設置と接続 


① 


② 







































3. AM ループアンテナと FM 簡易アンテナを接続する 


① AMJ レープアンテナ接続端テのツメを押しなびら 、 AM 
ループアンテナのケーブルを端テに差し込みます。 
ケーブルを差し込んだらツメから指を離します。 

② FM 簡易アンテナは、中央のピンに差し込んでください。 



AM ループアンテナ： 

• 平らな面に置さ、受信状態の最ち良い方向に 
向けて < ださい。 

• アンテナは、本機やコード類から離して金属 
物と接触しない場所に置いてください。ま 
た、パソコンやテレビなどからちでさるだけ 
離してください。ノイズの原因となります。 

• 壁などに取り付ける場合は、 AM 放送の受信 
状態び最も良い方向を見つけ、取り付け位置 
を決めてください。 



• でさるだけ窓の近くに置くなど、場所や向さ 
を変えて受信しやすい状態を探してくださ 
い。 

囚メモ 


FM 簡易アンテナ： 

• 付属の FM 簡易アンテナは、たらしておいた 
り、丸めたままにしないで最も良い受信状態 
び得られるように、ピンと張ってください。 

• 受信状態の良い方向び決まったら、画びょう 
やテープで貼り付けます。 



• 付属の FM 簡易アンテナは、 FM 放送を手軽に 
受信するためのものです。より良い受信のた 
めには、市販の屋外アンテナの使用をお勧め 
します。（日日ぺージ） 


• 付属のアンテナまたは「外部アンテナを接続する」（己日ページ）で説明している！;(外のアン 
テナの接続は行わないでください。 

• アンテナは本機やディスプレイユニット、または各接続ケーブルから離した場所に置いてく 
ださい。 

• 付属のアンテナでよく聞こえないときは、 「 FM 放送の雑音を減らす」や 「 AM 放送の雑音を減 
らす」 （41 ページ)を参照して操作するか、已〇ページを参照して外部アンテナを接続します。 
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4. スピーカーラックシステムを接続する 

スピーカー コードは カラー コネクターび付いているちを レシーバー サブ ウーファーに、カラー 
チューブび付いているちを スピーカーに 接続します。 


スピーカーコード 



へ接続するカフーコネクター 


• スピーカーコードのカラーコネクターを、レシーパーヴブウーファーの同じ色のスピーカー 
端子に差し込みます。 上側 


スピーカー端テは上側と下側とで向さび異なるため、カラーコ 
ネクターの向さを確認して差し込みます。 

同様にして、レシーバーサブウーファーから出ている紫色のコ 
ネクターち接続してください。 


カラー 

コネクター 



カラー 

コネクター 


• スピーカーコードのカラーチューブの付いている方を、スピーカーラックシステムのスピー 
力一端子に接続しまず。 

先端の被覆はねじりなびら引さ抜さます。 



スピーカー端テのネジを緩め、コードの先端を穴に差し込んでからネジを締めます。 

スピーカーコードのカラーチューブのあるちを端テの@側（ホ）、カラーチューブのないちを0 
側（黒）に接続してください。 





























已 I センタースピーカーを接続する 

センタースピーカーをラックの中に入れて使用します。スピーカーラックシステム ( B - 日 7) に付 
属の取扱説明書ち、あわせてご覧ください。 

•前ぺージの手)賴4を参考にして、スピーカー コー ドの緑色のカラーコネクターを、レ シー 
バーサブウーファーの同じ色のスピーカー端子に差し込みまず。 

• スピーカーラックシステムのグリルネットを取りがしまず。 



• 背面中央の穴か5、スピーカーコードを30 cm 程度差し込みます。 



• スピーカーコードを前面か5引き出して、センタースピーカーに接続します。 

スピーカーコードのカラーチューブのあるち 
を端テの©側（ホ)、カラーチューブのない方を 
©側（黒）に接続してください。 



2設置と接続 


• センタースピーカーを収納部に置き、グリルネットを取り付けまず。 

センタースピーカーは、中央のセンタースピーカー収納部の手前側 （ グ U ルネット側）に設置 
してください。 














囚メモ 

• 本機のスピーカーを他のアンプに接続しないでください。故障や乂災の原因となることびあ 
ります。 

• 端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端テへ確実に接続されているこ 
とを確認してください。接続び不完全ですと音びとざれたり、雑音の出る原因となります。 

• コードの芯線びはみ出して、芯線どラしび触れたりするとアンプ回路に過大な負荷び加わっ 
て音び出なくなったり、電源びオフになることびあります。 

• アンプと接続したとさ、スピーカーシステム極性(©、 ©) を間違って接続すると、正常なス 
テレオ効果やサラウンド効果を得ることびでさません。 

目-トランスミッターを接続する 

付属のオーディオコード（ホと白のプラグ）をレシーバーサブウーファーのワイヤレス出力端 
テに接続します。次に、オーディオコード（ホと白のプラグ）の反対側をトランスミッターの 
入力端テ（ワイヤレス入力）に接続します。 



囚メモ 

•本機のワイヤレス出力端子は、専用端テになっています。トランスミッターの入力端テじ(外には 
接続しないでください。 

7- DVD プレーヤーや DVD レコーダーなどの機器を接続する 

DVD プレーヤーや DVD レコーダーの接続については、「他機器の接続」 （44 ぺージ)を参照して 
ください。また、各機器の電源を入れる前に映像信号の接続 ( DVD プレーヤーとテレビとの接 
続など)も行ってください。接続については、それぞれの機器の取扱説明書を参照してください。 


8. パイオニアプラズマテレビと接続する 


SR + に対応したパイオニア製プラズマテレビをお持ちの場合は、付属の SR + ケーブルで接続 
してシステム動作をさせることびできます。接続のほかに本機の設定び必要になります。詳し 
くは「パイオニアプラズマテレビとシステム動作をさせるには」 （46 ぺージ)を参照してください。 






































9. AC アダプターをトランスミッターと壁のコンセントに差し込む 

AC アダプターをトランスミッターの DC 電 
源入力端テに接続してから、壁のコンセン 
卜へ接続します。 


DC 電源入力端子 

如 乂 


10. 電源コードを本体と壁のコンセントに差し込む 

電源コードをレシーバーサブウーファー本 
体の AC インレット （ ACIN ) に差し込み、 

電源コードのプラグ部を壁のコンセントに 
接続します。 

同様に、電源コードをワイヤレススピー 
カーの AC インレット (AC IN ) に差し込み、 

電源コードのプラグ部を壁のコンセントに 
接続します。 


AC インレット 

政^ 




はじめて電源コードをコンセントにつないだ時はデモモードになります。デモモードを表示し 
たくない場合は、「デモ表示を解除する」 （24 ページ)をご覽ください。 


電源を入れる 


ディスプレイユニットの 6 STANDBY /0 N ボタンか、リモコンのり電源ボタンを押して、レシー 
バーサブウーファーの電源をオンにします。なお、11モコンは21ぺージを参照して、あらかじめ電 
池を入れておいてください。 



&電源ポタン- 


^, 自己 


DVD/DVnl ごぶ/ DVRS てジタルアナ U ク i 

■ ■■■ 

—-- > I FM/AM 


0 0 01 [H 


6 STANDBY/CIN ボタン 1〇 〇の 

次に、ワイヤレススピーカー本体の電源ボタンを押して、電源をオンにします。 

電源ボタン 

囚メモ 

•本システムを使用しないとさは、ワイヤレ 
ススピーカーの電源はオフにしておいてく 
ださい。 



2設置と接続 
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る宜 b の名赖 

U モコン 


\ 


電源 ± 

A 圍 A 


J5\ 


1 む電源ボタン （ 19 ページ） 

2 消音ボタン 

音を一時的に消す（ミュートする）とさに 
巧します。もう一度巧すとミュートは解除 
され、消音する前の音量に戻ります。 

3 音量ボタン 

4 入力切り換えボタン 

DVD/DVR1 ボタン (4 己ぺージ） 

入力を DVD / DVR ] 同軸入力端テに接続 
した機器に切り換えます。 

DVD/DVR2 ボタン (4 日ぺージ） 

入力を DVD / DVR 2 の光入力端テに接続 
した機器に切り換えます。 

デジタルボタン (4 日ページ） 

入力をデジタル光端テに接続した機器に 
切り換えます。 

アナ □ グボタン (44 ページ） 

入力をアナ□グ音声入力端テに接続した 
機器に切り換えます。 

FM/AM ボタン (40 ぺージ） 

ラジオを聞いたり、 FM 局と AM 局を切り 
換えます。 


5 数字 / 決定/クリアボタン 
巨スリープボタン ( 日 3 ページ） 

7 設定ボタン 

各種設定を行います。 

扫 SR+ ボタン (47 ぺージ） 

接続したプラズマテレビとの連動設定を 
行います。 

9 なみ仁 -> /ミ夫定ボタン 

各種設定およびモードの選択や切り換え、 
決定などに使用します。 

TUNE+/- ボタン (40 ぺージ） 

ラジオの放送局を受信するとさに使用し 
ます。 

ST+/- ボタン (43 ぺージ） 

ラジオでステーション(記憶番号)を選ぶと 
さに使用します。 










0|||9 @励の 

j 口 I 画 @ @ @ 


in 盾 jj — 伯魔 





を ^ 

























































10 サウンドボタン (33 ページ） 

各種音質調整を行うとさに使用します。 

11テスト!ンボタン (38 ぺージ） 

12サウンドレトリバーボタン (3 目ぺージ） 

サウンドレト U バー機能の切り換えを行 
うとさに使用します。 

13ワイヤレスボタン (30 ページ） 

ワイヤレスモードを切り換えます。 


14リスニングモード切り換えボタン 

サラウンドボタン (3 1ページ） 

U スニングモードをサラウンドモードに 
切り換えます。 

アドバンスドボタン (32 ページ） 

U スニングモードをアドバンスドサラウ 
ンドモードに切り換えます。 


15 MCACC ボタン (2 日ぺージ） 

サラウンドの自動設定を行うとさに使用 
します。 


16テレビコント□-ル (22 ぺージ） 
6テレビボタン 

テレビの電源を入/切します。 

テレビ入力切換ボタン 

テレビのライン入力を切り換えます。 

テレビチヤンネルボタン 

テレビのチヤンネルを変更します。 

テレビ音量ボタン 

テレビの音量を調整します。 


リモコンに電池を入れる 


1矢 EP の方向に、裏ブタを開く 


2ケース内に表記されている極性に合 
わせて、乾電池を入れる 



3裏ブタを閉める 

• 乾電池のプラス®とマイナス©の向きを電 
池ケースの表示どおりに正しく入れてくだ 
さい。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜ 
て使用しないでください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しないで < ださい。 

• 長い間 （1 か月じ(上）使用しないときは電池 
の液漏れを防ぐために電池を取り出してく 
ださい。もし、液漏れを起こしたときは、ケー 
ス内についた液をよく}式き取ってから新し 
い電池を入れて < ださい。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち 
自治体の指示（条例）に従って処理してくだ 
さし、。 


3各部の名称 


€5m 








テレビコント□—ル 


お使いのテレビのメーカーを本機の U モコンに 
設定して、お使いのテレビを操作することびで 
さます。 

1. a ク IJ 7 ボタンを J 甲しなわ';!5、 

*** 3がのメ-力-]-ド（下記) 

を数字ボタンで入力する 

2. テレビび操作できるか確認する 

1つのメーカーに複数のコードびあるとさ 
は、操作できるまで順にコードを設定して 
<ださい。 


メーカー 

コード u スト 

パイオニア 

600(お買い上げ時の設思， 

631，632,目〇ス63目，642, 651 

アイワ 

660 

NEC 

659 

サンヨー 

目35, 64己648,目21，614 

シャープ 

602,619,目2：7,目67 

ソニー 

巨04 

東芝 

605,目02, 62目，621,653 

日立 

目31，633，目34, 636,642,目43, 
654, 606,610, 624, 625, 618 

ビクター 

613 

富±通 

648, 629 

FUNAI 

目401 646, 658 

松下 

目31，目071 6081 642, 622 

兰菱 

目09,目10, 602, 621,631 


その他のメーカーのコードについては、己已ぺ一 
ジを参照して < ださい。 


トランスミッター 



2 のチヤンネ>1レ選択ボタンによつて選択さ 
れた周波数チヤンネルび点打します。 


2チャンネル選択ボタン 

ワイヤレススピーカーへ送信する信号を4 
つの周波数チャンネルから選択します。 
ワイヤレススピーカーの受信状態び良く 
ないとさは、周波数チャンネルを変えるこ 
とで受信状態び良くなることびあります。 
巧すたびにじ(下のよラに切り換わります。 


CH 1- 


CH 2 


CH 3 


CH 4- 


3アンテナ 

ワイヤレススピーカーへ音声信号を送信 
します。 


ワイヤレス スピーカー 



1 TUNED インジケーター 

トランスミッターからの信号を受信して 
いるときに点灯します。 

2 POWER インジケーター 

ワイヤレススピーカーの電源をオンにし 
ているときに点好します。 

3電源ボタン 

ワイヤレススピーカーの電源をオン/オフ 
します。 


囚 メモ 

• ワイヤレス スピーカーのアンテナは内 
蔵されています。 

































ディスプレイユニット 



1む STANDBY / ON ボタン 

電源をオン/オフ（スタンバイモード）しま 
す。 

2表示窓 

3リモコン受光部 

約 7 m 左ち3ぴ内の距離から、ここに 
IJ モコンを向けて操作します。 

4 AUDIO INPUT ボタン 

入力機器を切り換えます。 


表示部 



感®食® 

5 SURROUND ボタン 

サラウンドモードを切り換えます。 

巨 VOLUME ボタン 

音量を調節します。 

囚メモ 

• 直射日光や堂光灯の強い光び直接 U モ 
コン受光部に当たると、 U モコン操作で 
さないことびあります。そのよラなとさ 
は、設置場所を変えるか、堂光灯から離 
してください。 



1 DTS 信号を再生しているときに点なします。 
2 サウンドレト U バー機能び有効なときに 
点好します。 （36 ページ） 

3アドバンスドサラウンドモードを選択して 
しぶときに点灯します。 （32 ページ） 

4 ドルビーデジタル信号を再生していると 
きに点灯します。 

5 ドルビープ□□ジック II 処理び行われてい 
るときに点好します。 （3] ページ） 

6 ス U —プタイマー設定時に点灯します。 

(已3ぺージ） 

7ワイヤレスモードび 「 W.NORMAU 
rW.WIDEJ 「W 丄 EFTjrW.R に HT 」 のいず 

れかに設定されているときに点灯します。 
「 W . STEREO 」 に設定されているときは点 
滅し、 rW.OFFJ に設定されているときは消 
好します。 (3 日ページ） 


8 kHz — AM 放送局の周波数び表示されて 
いるときに点灯します。 （4 日ページ） 

MHz - FM 放送局の周波数び表示されて 
いるときに点打します。 （4 日ページ） 

9 Y り- FM / AM 放送受信時に点打します。 

〇- FM 放送の受信設定をモノラルに設定 
しているとさに点打します。 （4] ページ） 
CD - FM 放送でステレオ受信をしている 
ときに点灯します。 
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準備ずる 


6電源 


設定 

片吟なみ 


決定 


ミ肖音 


DVD/DVR1 DVD/DVR2 デジタル 

■ ■■ 


| fm/am 


oeo 
000 
000 

m 

フィャレス 

■ 


サラウンドアドバンスド 


テレビ 入力切換 

凸 ■ 


_テレビコント□—ル 




デモ表示を解除ずる 

電源コードをコンセントに差し込んだとさな 
ど、表示部にいろいろな表示を自動的に行ラこ 
とを、デモ表示といいます。 



電源びオンのときは、む電源 
ボタンを巧して電源をオフに 
する 

設定ボタンを巧す 


仁与で" DEMO " にして、 
決定ボタンを巧す 

DEMO 



なみで " DEMO OFF " にして、 
ミ夫定ボタンを巧す 

DEMO OFF 


電源びオフになりデモ表示び解除 
されます。再びデモ表示を設定す 
る場合は、 " DEM 日日 N " にします。 


囚 メモ 

• デモ表示を解除した場合でち、電源コー 
ドを抜いたり停電した状態び長時間続 
くと、再度電源コードをコンセントに差 
したり通電び再開したとさに、デモ表示 
をする場合びあります。 

• デモ表示中、6電源ボタンを押すと、電 
源をオンにすることびでさます。 





























サラウンドの自動設定 ( MCACC ) 


本機の MCACC 設定では、従来の手動調整では 
難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に 
測定、設定することびできます。 
スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付 
属のセットアップ用マイクで測定し、解析しま 
す。すべての測定/解析にかかる時間は、2分 
〜4分程度です。 


囚注意 

• 測定中は大さな音でテスト!-ーンび出 
力されます。近隣住宅や小さなお子様な 
どへのご配慮をお願いします。 

• 測定の途中で音量を下げることもでさ 
ますび、正しく設定されない場合びあり 
ます。 

• 付属のマイクをテレビモニター近くに 
置いてセツトアップを行わないでくだ 
さい。 


囚 メモ 

• 測定中は静かにしてください。 

• スピーカーと視聴位置（マイク）の間に 
障害物びあると、正確に測定でさないこ 
とびあります。 

• 測定中は視聴位置から離れて、各スピー 
力一 の外側から U モコンで操作を行つ 
て < ださい。 

• 測定を中断した場合は、それまでの測定 
内容は確定されません。 

• ワイヤレスモードび 「 W . OFF 」 または 
「 W . STEREO 」 に設定されているとさ 
は、サラウンドの自動設定を行うことは 
できません。 「 W . OFF 」、「 W . STEREO 」 
1；(外のモードを選択するか、市販のサラ 
ウンドスピーカーをサラウンド（左、ち） 
端テに接続してください (29 ページ)。 

• サラウンドの自動設定 ( MCACC ) を行 
ラと、手動で微調整した！;(下の内容ちす 
ベて IJ セツトされます。 

. スピーカー出カレベル (3 7ぺージ） 

-各スピーカーまでの距離 (39 ぺージ） 


設定 SR+ 

% 4 !^ ♦ 

|9 19 

• % 

サウンドレトリバ- ワイヤレス 

■ ■ 

サラウンドアドハシスド MCACC 

■ ■ ■- 

—— MCACC 

チャンネル さ S 

テレビ 入力切換 

凸 ■ 

テレビコント□ール 



1- セットアップ用マイクを接続する 

マイクは視聴位置（耳の位置）に兰脚や台 
などを使って水平になるように設置しま 
す。 



セツトアップ用マイク 


2. 夏 源 む電源ボタンを巧して電源を 

0ォンにする 


























3. MCACC ボタンを巧す 


S ETUP 


自動的に音量び上びり、自動設定び始まり 
ます。 

「PLEASE WAIT 」 とスク□ール表示され 
テスト I -ーンび出力されます。 
「 ANALYZE 」 〇 FNOISEJ 
:部屋の騒音をチェック中 
「 ANALYZE 」 け 「 M に」 

:マイクの接続をチェック中 
「 ANALYZE 」 け 「 SPEAKER 」 

:すべてのスピーカーの 接続を チェック中 
「 ANALYZE 」 け rOISTANCEJ 
: 各 スピーカーまでの 距離を解析 中 
「 ANAL 丫 ZE 」 け rCH. LEVEL 」 

:各スピーカーの出カバランスを補正中 
「ANAL 丫 ZE」 けに Q」 

:出力音声の音色を統一 

4. ディスプレイに 「 COMPLETE 」 と表 
示された5自動設定は終了です 

MCACC ボタンを巧す前の音量に戻り、ア 
コースティック EQ び自動的にオンになり 
ます。アコースティック EQ のオン/オフに 
ついては3己ページをご覧ください。 


囚 メモ 

• MCACC 設定後はセットアップ用マイク 
を本体から抜いてください。 

• 「 COMPLETE 」 と表示されないまま自 
動設定び中断されたとさは、スピー 
力一、マイクの接続を確認し、ちラー度 
はじめから自動設定をやり直してくだ 
さい。 

• 操作び禁止されているとさに MCACC 
ボタンを巧すと、警告メッセージび点滅 
します。（己9ぺージ） 

• 手順3の自動設定中に、下のエラー 
メッセージび表示されることびありま 
す。そのとさは「原因/対策」をご覧く 
ださい。 


-1 —; 

原因/巧策 

丄^ が/ J 、 

1 NOISY 1 

部屋の騒音レベルび大さい。 

静かにしてからミ夫定ボタンを 
押します。 


1 RETRY 1 


セットアップ用マイクび接続さ 
れていません。 

セットアップ用マイクを接続し 
てから決定ボタンを押します。 

|err mic | 


1 RETRY 1 



接続されていないスピーカー 
びあります。 

すベてのスピーカーを配置、 
接続してからミ夫定ボタンを押 
します。 

1 ERR SP 1 


1 RETRY 1 



エラー表示び出て、「原因/対策」の項目を実 
行しても正しく終了しないときは、 MCACC 
ボタンを巧して自動設定を中断したあと、本 
機の電源をオフにし、接続をちラー度確認し 
てから手順2より操作してください。 
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サラウンド再生 


音源と音声出力について 


音源 

CD や DVD に収録されている音声、ラジオの音声、または外部入力端テに接続した機器の音声を音 
源といいます。音源には、ステレオ音声とマルチチャンネル音声びあります。 

• ステレオ音声 

左とちの2チャンネルび収録された音声です。主に CD やラジオ放送などで使われています。左 
とちに同じ音声び収録されているときはモノラル音声といいます。 

• マルチチャンネル音声 

ステレオ音声より多くのチャンネルび収録された音声です。音声収録ち式にはドルビーデジタル 
や DTS 、 MPEG -2 AAC びあります。主に DVD ビデオなどで使われています。 


音声出力 

スピーカーから出力する音声です。本機には2つの音声出力びあります。 

• ステレオ音声出力（區五面） 

フ□ントスピーカー(左/ちの2チヤンネル)とサブウーファー値音専用なので日.1チヤンネルと呼 
ばれています)から音声を出力します。センタースピーカーからは音声を出力しません。 

• サラウンド音声出力 （053) 

フ□ントスピーカー（左/ちの2チヤンネル)、センタースピーカー （1 チヤンネル)、およびヴラウ 
ンドスピーカー（左/ちの2チヤンネル)の合計己チヤンネルと、サブウーファー（日.1チヤンネル) 
から音声を出力します气音源びステレオ音声やモノラル音声でも、センターおよびサラウンド 
の音声を作って出力します。 

※音源によっては、サラウンドスピーカーから音声び出力されないことびあります。また、センタースピー 
カーからのみ音声び出力されることびあります。 


5サラウンド再生 


Gm 








ワイヤレススピーカーの設置と設定 


ワイヤレス スピーカーの いろいろな設置 


ワイヤレススピーカーは視聴位置の真後ろ（中央）か左ちの棚や置さ台、または床に設置してくだ 
さい。また耳の高さよりも下に設置することをお勧めします。耳の高さより上に設置すると、サラ 
ウンド効果び十分に発揮されないことびあります。スピーカーを移動したときは、「サラウンドの 
自動設定 ( MCACC )」（2 已ページ)を行ってください。 


視聴位置の後ろに設置する 


最をヴラウンド効果の高い設置ち法です。 

• ワイヤレスモードは rW.WIDEJ または 
「 W.NORMAU にしてください。 



フ□ントを センターフ□ントち/ 

レシーバー 

視聴位置 サブウーファー 



視聴位置のを側に設置する 

左ちの音場バランスを保ちつつ、広びり感を与 
えます。 


• ワイヤレスモードは rW.LEFTJ にしてく 
ださい。 



視聴位置のち側に設置する 

左ちの音場バランスを保ちつつ、広びり感を与 
えます。 

• ワイヤレスモードは 「 W.R に HT 」 にして 
<ださい。 



ダイニングなどで使5 


ワイヤレススピーカーをダイニングなどに持ち 
運び、ステレオ音声をお楽しみいただくことび 
でをます。 

このとさはワイヤレススピーカーじ(外のスピー 
カーからは音び出ません。 


• ワイヤレスモードは 「 W.STEREO 」 にし 

て < ださい。 



フ□ント左 センター フ□ントち 



サ龄 


-バ_ 
つ了— 



A 如 

ワイヤレス 




























































囚 メモ 

• 別売りのワイヤレススピーカースタンド（型番 CP - F 己已己 W ) びあります。詳しくはカタ □ 
グをご覧ください。 

• ワイヤレススピーカーを視聴位置から極端に離して設置すると、サラウンド効果び十分に発 
揮されません。サラウンド効果び不十分なとさは「スピーカー出カレベルを設定する」 （37 
ページ)をご覧になり 、 SR (サラウンドち )、 SL (サラウンド左）チャンネルのレベルを調 
整してくださし、特にワイヤレススピーカーを床に設置しているときは、チヤンネルレベル 
の調整び効果的です。 


囚 チェック 

• 使用中に電波の状態によって、音びとざれたり出なくなったりすることびありますび故障で 
はありません。トランスミッターまたはワイヤレススピーカーの位置やち向を変えてみてく 
ださい。 

• トランスミッターとワイヤレススピーカーの距離は約]日 m まで使用可能です。この距離は 
使用環境により異なりますので、]日 m を保証するちのではありません。 

• トランスミッターとワイヤレススピーカーび近すざると、受信状態び不安定になる場合びあ 
ります。このような場合には、トランスミッターとワイヤレススピーカーを] m じ(上離して 
お使いください。 

• トランスミッターとワイヤレススピーカーの間に障害物（金属製のドアやコンク U —卜壁、 
アルミ迫入りの断熱材など）びあると、電波を遮ってしまい音び出なくなるとさびありま 
す。その場合は、トランスミッターとワイヤレススピーカーを互いに見通しの良い場所に設 
置してください。 


市販のヴラウンドスピーカーを使ラ 


本機はサラウンドスピーカーに市販のスピーカーを使用することもでさます。この場合はワイヤレ 
スモードを 「 W . OFF 」 にしてください （ U スニングモードは、サラウンドモード （31 ぺージ）ま 
たはアドバンスドサラウンドモード （32 ページ）の中からお好きなモードび選べます）。 
インピーダンスび4 01；(上、最大入力び]日日 W ( JEITA ) 1；(上のスピーカーをお使いください。 
また、専用のスピーカーケーブル（パイオニア部品番号： SDS ] ] 76 (サラウンド左用青色）、 
SDS 1 177 (サラウンドち用灰色)）び必要です。詳しくはパイオニア部品受注センターへお問い 
合わせください（裏表紙参照)。 


日サラウンド再生 




ワイヤレスモードを選択ずる 


ワイヤレススピーカーの設置ち法によって、ワイヤレスモードを選択してください。 


• サラウンド スピーカーとして 使う場合 

視聴位置の後ちに設置する場合は 「 W . WIDE 」 
または rW.NORMALJ を選択します。 
rW.WIDEJ を選ぶと、より広びりのあるサラ 
ウンド効果び楽しめます。 

左側に設置する場合は rw 丄 EFT」 を、ち側 
に設置する場合は rW.R に HT」 を選択します。 
これらを選択すると、表示部に「((晒))」イン 
ジケーターび点好します。 

• ステレオスピーカーとして 使う場合 
rW.STEREOJ を選択します。表示部に 
「《晒》」インジケーターび点滅します。 
ワイヤレス スピーカー じ(外の スピーカー か 
らは音び出ません。 

• 市販のサラウンド スピーカーを 使う場合 
rW.OFFJ を選択します。表示部の「((晒))」 
インジケーターび消灯します。 

ワイヤレス スピーカーからは 音び出ません。 


囚 メモ 

• ワイヤレススピーカーをステレオスピー 
カーとして使うとさは、音質の調整やヴ 
ラウンド機能のいくつかび制限されま 
す。制限される機能のボタン操作を行う 
と 「W.STEREO」 び点滅します。（己9 
ぺージ） 



サラウンドアドバンスド MCACC 

■国国 



テレビ 

凸 ■ 

テレビコント□—ル 


• ワイャレス ワイヤレスボタンを巧して、 

] いずれかのモードを選ぶ 

巧すたびにじ(下のよラにモード 
び切り換わります。 



サラウンド再生を楽しむ(リスニングモードを選択ずる） 

U スニングモードは、サラウンド/アドバンスドサラウンドの中からひとつ選択することびできま 
す（ただし、 88.2 kHz /96 kHzU ニア PCM 信号を再生しているときは、 STEREO (ステレオ）に 
固定され、切り換えることびできません)。 

• サラウンドモード(31ぺージ）： 

ドルビーデジタルや DTS などの標準的なデコードを行うほか、ステレオダウンミックスモード、 
入カソースに記録されているチャンネル数に合わせて自動でモードを切り換えるオートモード 
びあります。ステレオソースのときはドルビープ□□ジック II モードも選べます。 

• アドバンスドサラウンドモード (32 ぺージ）： 

映画や音楽などソフトのジャンルに合った音響効果で楽しめるパイオニアオ U ジナルの U スニ 
ングモードです。 






















ヴラウンドモードを選択ずる 


サラウンドモードはじ(下の中から選びます。お聴さになるソフトのジャンルに合わせて選択してく 
ださい。 


• AUTO けート)匿画) Hgn 

音声を加工せず、収録されている音声を忠実 
に再現します。 

CD などのステレオ音声はに TERE 日(ステレ 
才)」匡巨因で出力します。 

DVD ビデオなどのマルチチャンネル音声は 
音声収録ち式に応じて 回巧 J 1 で出力します。 

• DOLBY PL (ドルビープ□□ジック)旦面！ 

ステレオ音声を HHI 1 で出力します（ただし 
サラウンドチャンネルの音声はモノラルにな 
ります)。ドルビーサラウンドで収録されてい 
る音源に効果的です。 

• MOVIE (ドルビープ□□ジックIIムービー） 


ステレオ音声を HBl で出力します。ヴラウ 
ンドチヤンネルは定位や移動感を重視し、ド 
ルビーデジタ J レなどに迫る音場を再現しま 
す。特にドルビーサラウンドで収録されてい 
る映画ソフトに最適です。サラウンドチヤン 
ネルへのダイア□ーグの漏れ込み（ク□ス 
I -ーク）を聞こえにくくする処理などもあ 
り、ドルビーデジタル己]に迫るセパレー 
シヨンや移動感などび得られます。 

• MUSIC (ドルビープ□□ジックIIミュージック） 


ステレオ音声を HHI 1 で出力します。ヴラウ 
ンドチヤンネルは包囲感を重視しています。 
特に CD などの音楽に最適です。 


• STEREO (ステレオ） 

ステレオ音声をそのままステレオ再生（左ち 
2つの フ □ントス ピーカーと サブ ウーファー 
のみによる再生）します。マルチチヤンネル 
音声を度瓦面で出力します。 


サラウンド 


囚メモ 



Y ラゥンド サラウンドボタンを巧して、 
U お好みのモードを選ぶ 

巧すたびに、1；(下のようにモード 
び切り換わります。 



《 DOLBYPL 、 MOVIE 、 MUS には 
音源びステレオ音声のとさのみ選ぶ 
ことびでさます。 


ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モードに音響効果を加えることびでさ 
ます。 （3 己ぺージ） 

サラウンドモード表示中になみボタンを 
押すことでモードを切り換えることをで 
さます。 


Oq&a 

Q : サラウンドやセンタースピーカーか S 音が出ない 


または、音がルさくて物ちりない 


サラウンドポタンまたはアドバンスドポタンを巧して、各モードをお試しください。 
「スピーカー出カレベルを設定する」 （37 ページ)を参照して、各スピーカーからの再生音を 
調整してください。 


I サラウンド再生 





























アドバンスドサラウンドモードを選択ずる 


フ□ントス ピーカー に加え、センター スピーカー やサラウンド スピーカー も使い、パイオニアオ U 
ジナルのサラウンド効果を加えて再生する U ス ニングモードです。表示部に 「 SURR 」 インジケー 
ターび点打します。 


• ACTION (アクションムービ ー） HTgTI 

映画再生に適したモードです。特にドルビー 
デジタル、 DTS エンコードの映画作品により 
効果的で、映画館で映画を楽しんでいる雰囲 
気を味わうことびでさます。 

• UNPLUGED (アンプラグド） PiWIl 

音楽再生に適したモードで、通常のステレオ録 
音された音源 (CD など）に限らずドルビーデ 
ジタル、 DTS エンコードされた音楽作品を再 
生するとさにを効果的です。コンヴートホール 
のよラな雰囲気を味わラことびでさます。 

• EXPANDED (エキスパンデッド） EfffIT 

ドルビーサラウンドや2チャンネルで録音さ 
れている音源に対しては、己1チャンネルサラ 
ウンドのような効果を実現します。また、ド 
ルビーデジタルや DTS などの己]チャンネル 
サラウンドソフトを再生しているときを、よ 
り広びりのある音場を実現します。 

• TVSURR. (テレビサラウンド） HHa 

テレビ放送のほとんどの割合を占めるモノラ 
ル信号やステレオ信号を、マルチチャンネル 
サラウンドで再生します。モノラル放送のち 
い映画などをマルチチャンネルサラウンドで 
お聴さになりたいとさに効果的です。 

• SPORTS (スポーツ） HWn 

スポーツ中継の臨場感を体感でさるモード 
です。会場の雰囲気をマルチチャンネルサラ 
ウンドで再現します。 

• ADV.GAME (アドバンスドゲーム） Effgn 

ゲームのスピード感、躍動感をよりいっそう 
高めます。シューティングゲームやレーシン 
グゲームなど、ちへ左へ駆け巡るような流れ 
のあるシーンの多いゲームに効果的です。 

• VIRTUAL (パ’ーチャル） (21^ 

サブウーファーとフ□ントスピーカーを使っ 
たバーチャルサラウンドモードです。 

• X-STEREO (エキステンデッドステレオ） Pimi 

2チャンネ>1レで収録された音声をステレオ音 
声のまま己.1チャンネルで再生するので、部 
屋のどの場所にいてをステレオ感をお楽し 
みいただけます。 


一 

サウンド 

• % 

サウンドレトリバー ワイヤレス 

■ 国 

++与か /K アドバンスド MCACC 

アドバンスド——国 



• ァドバンス ドアドバンスドボタンを巧して、 


お好みのモードを選ぶ 

押すたびに、1;(下のようにモード 
び切り換わります。 



囚 メモ 

•アドノ（ンスドサラウンドモードを解除し 
たいとさは、 サラウンド ボタンを押して 
<ださい。 

• アドバンスドサラウンドモード表示中に 
なみボタンを押してを切り換えることび 
でさます。 



























ヴウンドモード(音質)の調整を行ラ 

選択した U スニングモードのサラウンド効果に、さらにさまざまな音質の調整を加えて、お好みの 
音場を創ることびできます。音質を調整する項目は1;(下のとおりです。各項目についての詳細は、 
34〜3己ページをご覽ください。 

ワイヤレス スピーカーを ステレオ スピーカ ーとして使用している場合は、サウンドモード(音質)の 
調整を行うことはでさません。 


m—i BASS/TRE I 


TONE I 局音と低音の調整 



BASS 


〇1 


低音の調整 


rTREBLE 0 I 

高音の調整 


—I MANNER I マナーモード 


MIDNIGHT I ミッドナイトモード 


BASSMODE I 低音の強調 


DIALOGUE] セリフやボーカル音の調整 


MCACC EQ 1周波数特性の補正 


C WIDTH 1センター幅の調整※ 


D I MEN . 1ディメンションの調整※ 


PANORAMA 1パノラマ調整※ 


※サラウンドモードのドルビープ□□ジック II ミュー 
ジックモード選択時のみ設定することびでさます。 


ミ夫定 


的なみ 

サウンド 


〇〇〇 

〇〇〇 



サラウンドアド A シスド MCACC 

国 ■ 国 


1-サゥンド サウンドボタンを巧す 

ジ 



仁与で各調整項目を選択し 
て、決定ボタンを巧す 

左記の各調整項目と現在の設定 
内容び表示されます。 


式 

の 


なみで、手順2で選択した調 
整項目の設定内容を選ぶ 


4. A 決定ボタンをがして、設定 
W モードを終了する 








































設定項目 


設定内容 


TONE 
音質の設定 


•BASS/TRE: 

低音と高音の音質をお好みで調整することびでさま 
す。 

BASS 0: り氏音の調整） 

♦ -3 〜参 +3 

再生する巧の低音旧 ass ) の音質を調整します。 

0び標準の音質です。 

TREBLE 0:( 高音の調整） 

♦ -3〜#+3 

再生する曲の高音 ( Treble ) の音質を調整します。 

0び標準の音質です。 

•MANNER ( マナー）： 

夜間に音楽や映画を楽しむとさ、突然の爆発音などび 
大きく出ることびあり、隣室などへ音をれといった迷 
惑をかけることびあります。この機能は、低域と高域 
を抑えることにより隣室などへの音もれを低減しつ 
つ、セ U フを聴さ取りやすくするモードです。 


♦MIDMGHT ( ミッドナイト）： 

音量をルさくすると、サラウンドサウンドび弱く 
なったり、微ノ」\な音び聴こえにくくなることびあり 
ます。この機能は、音量をルさくしても、ほどよい 
臨場感と高域のク U ア感を確保することびでさる 
モードです。夜間に音量をルさくして映画を楽しむ 
場合に適しています。 


囚メモ 

• ミッドナイトとマナーモードをオフにしたいと 
きは、 BASS/TRE を選択します。 


BASSMODE 
低音の強調 

低音だけを強調して迫力ある低音で 
再生します。 

ステレオ再生（匡に面）とマルチチヤ 
ンネル再生 （ HHfl ) で、別々のモー 
ドを i ミ定することびでさます。 


♦OFF: 

通常の音質です。 

•MUSIC: 

重低音を補正して、臨場感を増やした設定で、音楽 
ライブのソフトにおすすめです。 

•CINEMA: 

MUS によりもさらに低音を強調した設定で、アク 
シヨンシーンや戦闘、爆発音の多い映画ソフトにお 
すすめです。 


囚メモ 

• 再生しているソースによっては、 CINEMA や 
MUS にに設定しているとサブウーファーの音び 
歪んでしまうことびあります。このようなとさは 
日 FF に設定してください。 










設定項目 


設定内容 


D I ALOGUE 


セリフやボーカル音の調整 

セ IJ フやボーカルを明瞭に再生します。 


IOFF 

通常の音質です。 

m\D 

セ U フやボーカルを明瞭に再生します。 

IMAX 

セ U フやボーカルをより明瞭に再生します。 


MCACC EQ 


アコースティック EQ 阔波数特性の補正） 

サラウンドの自動設定 ( MCACC ) に己 
ページ）で設定された周波数特性の補 
正をオン/オフします。オンにすること 
でチャンネ>1レ間の音色の違いを統一さ 
せ、再生音のつなびりを良くし、音場 
バランスを改善します。 


•EQ OFF /mEQ ON 

囚メモ 

• サラウンドの自動設定 ( MCACC ) (2 己ページ） 
を行ったとさは自動的に EQ ON になります。 

• EQ 日 FF を選択したとさでもサラウンドの自動 
設定 ( MCACC ) で設定されたスピーカーの出力 
レベルと距離の設定は保持されます。 


C WI DTH 


センター幅の調整 

ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モード時、センターチヤンネルの音声 
を左ちのフロントスピーカーにどの 
程度振り分けるかを調整します。 

この調整によって音色の不一致を緩 
和させることび巧能になり、音楽再生 
に適した音域を創り出すことびでさ 
ます。 


• 〇〜参 7 

(0 はセンタースピーカーのみからの出力で、 7 はセ 
ンターチヤンネルの音声をすべて左ちのフ□ントス 
ピーカーに振り分けます。） 

囚 メモ 

• ドルビープ□□ジック II ミュージックモード時の 
み選択でさます。 

• マルチチャンネル音声を再生しているときは、選 
択でさません。 


DIMEN. 


ディメンションの調整 

ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モード時、視聴位置から前方の音場を 
強くするか、後方の音場を強くするか 
を調整します。この調整を行うことで 
広びりのある音場を創り出すことび 
でをます。 


• -3 〜参 +3 

(-3 は視聴位置から後方の音場び強くなり、+ 3 は 
前方の音場び強くなります。） 

囚 メモ 

• ドルビープ□□ジック II ミュージックモード時の 
み選択でさます。 

• マルチチャンネル音声を再生しているときは、選 
択でさません。 


PANORAMA 


パノラマ調整 

ドルビープ□□ジック II ミュージック 
モード時、前方の音場を左ちに大さく 
回り込ませ、サラウンドチヤンネルに 
つなげるようなサラウンド効果を加 
えます。正確な定位よりも雰囲気を楽 
しむための機能です。 


•PNRM.0FF /•PNRM.0N 

囚メモ 

• ドルビープ□□ジック II ミュージックモード時の 
み選択でさます。 

• マルチチャンネル音声を再生しているときは、選 
択でさません。 


日サラウンド再生 














店縮音声を高音質化する（サウンドレトリバー） 

WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC などのステレオ圧縮音声を再生するときに効果的です。圧縮音声は 
圧縮処理される際、人び感じ取りにくい部分の音声び削除されてしまいます。サウンドレト U バー 
機能では、削除されてしまった部分の音声を DSP 処理によって補い、音の密度感、抑揚感を向上さ 
せて再生します。 


サウンド 
レトリバー 


設定 SR+ 

%イ^# 

ぶ肩^も 
な^^の 

サ。ンドテストトン 

♦ % 



テレビ 入力切換 

凸 ■ 


テレビコント□—ル 


サウンドレトリバーボタンを 

サウンドレトリけ^ ホ 

B 施の i ミ励挪献されます。 

RTRV OFF 


2. 手順1で設定内容び表示され 

サウンドレトリバ- ている間に、もラー度ヴウン 
g ドレトリノ くーボタンを巧す 

巧すたびに、オンとオフび切り換 
わります。 



オンのとさは表示部に 「 SOUND 」 
インジケーターび点打します。 


囚メモ 

• マルチチヤンネル音声を再生している 
ときは、サウンドレト U パー機能を切り 
換えることびでさません。 

• マルチチヤンネル音声を再生している 
ときは、サウンドレト U バー機能の効果 
は得られません。 















スピーカー出カレベルを設定する 

• サラウンドの自動設定 （MCACC) (25 ぺージ）を行った場合、 r スピーカー出カレベルの調整」は 
自動で高精度に測定/設定されているので、ここでの設定は必要ありませんが、お好みに応じて調整 
ずることちでをます。 

あるスピーカーからの音のみを大さくしたりルさくしたいとさに、そのチヤンネルのレベルを調整 
することびできます。出カレベルはステレオ再生（匿医因）とマルチチヤンネル再生 ( HHU ) で 
別々に設定することびでさます。 

ただし、この調整を行ったあとに MCACC を行うと、ここでの設定は無効になります。 

ワイヤレス スピーカーを ステレオ スピーカ ーとして使用している場合は、サウンドモード(音質)の 
調整を行ラことはでさません。 


巧をしている音声で調整ずる 


ラジオや CD 、 DVD などの音声を聞さなびら、各スピーカーごとにお好みの音の大ささに調整する 
ち法です。 


征! 0 函 I — 

設定 •一、 SR+ 



リスニングモード 
切り換えボタン 


4. 




仁与で、出カレベルを調整 
するチャンネルを選択する 


テレビコ:^百ール 


音声を再生し、リスニングモード切り換 
えボタンのいずれかを押して、ステレオ 
再生（居1^巧）かマルチチャンネル再 
生 （ HSU ) か調整したい方のリスニ 
ングモードを選ぶ （30 〜33ぺージ） 


5. 


心 

の 


[L (フ□ント左）|牛1 


I C (センター） 


I R (フ□ントち） 


[SR (サラウンドち )1 


[SL (サラウンド左)I 


旧 W (サブウーファー)Iイ 


なみで、各チヤンネルの出力 
レベルを調整する 

チヤンネルレベルは、±]日服の 
範囲で調整でさます。 


2. 設定 

設定ボタンを巧す 

6. 



7. 

式 

仁与 で " CH LEVEL " を選ん 


細り 

で、ミ夫定ボタンを巧す 

囚 

CH LEVEL 

♦ 


カーの レベルを調整する 

決定ボタンを巧す 


感 


ステレオ音声出力( を. khl ) のとさは、セ 
ンターおよびサラウンドチヤンネルの出 
カレべルを調整することはでさません。 


日サラウンド再生 





































テストトーンで調整ずる_ 

ヴーというテスト I -ーンを聞さなびら、各スピーカーの音量バランスを調整するち法です。 


1. リスニングモード切り換えボタンのい 
ずれかを巧して、ステレオ再生 ( fglal ) 
かマルチチヤンネル再生 ( HHU ) か調 
整したい方のリスニングモードを選ぶ 
(30 〜33ページ） 

サラウンド アドバンスド 

曰曰 


2. テストトン テストトーンボタンを巧す 

V ) な下の順番で、各チヤンネルのテス 

トトーン（ヴーといラ音）び、自動 
的に切り換わって出力されます。 


3. 


I L (フ□ント左）I ィ 

4 

I C (センター)^ 

4 ^ 

I R (フ□ントも）I 

ISR (サラウンドち )1 

ISL (サラウンド左 }] 

4 

ISW (サブウーファー)| | 

調整しやすい音量にする 


音量 



4. なみで、テスト!-ーンび出力 

されている スピーカーの 出力 
レベルを調整する 

各 スピーカーからの 音び同じ大 
ささに聞こえるように調整して 
ください。チヤンネルレベルは 
±10 dB の範囲で調整でさます。 

已.^ ずべての スピーカーの 調整が 
W 終了した5、決定ボタンを巧ず 

テスト!-ーンび止まり、調整を終 
了します。 



^ 消音 

© 


DVD/DVR1 DVD/Dvhc 产ジタルアナログ 

■ ■■■ 


a 0 Oils 


〇 〇 〇 
〇〇〇 



ミ夫定 


テスト!-ーン 

リスニングモード 
切り換えボタン 


囚メモ 

• サブウーファーのテスト!-ーンは、周波 
数び低いので実際のレベルより小さく聞 
こえる場合びあります。 

• サブウーファーの調整は実際に音楽や 
映画ソースなどを使って適切な値に調 
整することをお勧めします。 （37 ぺ一 
ジ） 

• AUT 日モードでテスト!-ーンを出力した 
とさは、再生している音源によらず、 
HBa 用の設定値び表示され、調整する 
ことびでさます。 

• ステレオ再生 （匿 医 因） のとき は、 セン 
ター およびサラウンドス ピーカーからは 
テスト I -ーンび出力されません。 














































スピーカーの 距離を設定する 


• サラウンドの自動設定 （MCACC) (25 ぺージ）を行った場合、「スピーカー出カレベルの調整」は 
自動で高精度に測定/設定されているので、ここでの設定は必要ありませんび、お好みに応じて調 
整ずることちでさまず。 

視聴位置から各スピーカーまでの距離を設定します。それぞれのスピーカーまでの距離を入力する 
ことによって、その差に生じる音のタイミングのズレび自動的に補正され、視聴位置で適切な音場 
効果を得ることびでさます。 

ただし、この調整を行ったあとに MCACC を行うと、ここでの設定は無効になります。 


1- 設を 設定ボタンを巧す 

2. で" D 旧 TANCE " を選ん 

で、ミ夫定ボタンを巧す 


抑り 


3- 


細り 



000 



4, 


心 

の 


なみで、各スピーカーまでの 
距離を設定する 

0.3 m 〜9.日 m の間を日.3 m 間 
隔で設定でさます。 


已.手順3か54を繰り返して、各スピー 
カーまでの 距離を設定する 


目 I 感 


ミ夫定ボタンを巧す 


I サラウンド再生 




























放送局をま信する 

アンテナび接続されていないと、 FM / AM 放送 
を聞くことはでさません。 ] 2〜14ページを参 
照して、アンテナを接続してください。 

1.FM/AM FM / AM ボタンを巧す 


ラジオび聞ける状態になります。 


FM 

7 6.0 0 


AM 

522 


FM/AM ボタンを押すたびに 、 FM 
と AM び切り換わります。 

FM 放送を聞くときは FM を 、 AM 
放送を聞くときは AM を選択し 
て < ださい。 

2| なみを巧して、聞きたいが送 

局に周波数を合わせる 

周波数の合わせち（チューニング） 
には、必下の3通りびあります。 

• オートチューニング 



なみ ( TUNE +/-) を押し続け 
て、周波数び動さ始めたら指を離 
します。 

周波数び自動的に変化して、放送 
局を受信すると自動的に止まり 
ます。 

途中で止めるとさは、もう一度なみ 
を押すか、ミ夫定ボタンを押します。 
• マニュアルチューニング 
なみ （ TUNE +/-) を]回ずつ 
押します。 

周波数び]ステップずつ変化し 
ます。 

• 八イスピードマニュアル 
チューニング 

なみ ( TUNE +/-) を押し続け 
ます。 

ボタンを押している間、周波数び 
連続して変化し、指を離すと止ま 
ります。 































FM 放送の雑音を減 S ず 


AM 放送の雑音を減 S ず 


遠い放送局や電波の弱い地域などで、 FM のステ 
レオ放送に雑音び多いとさは、強制的にモノラル 
にして放送を聞さやすくすることびでさます。 
通常は、放送局側に合わせて自動的にステレオ 
とモノラルを切り換える " AUTO " に設定してく 
ださい。 


2. 


3. 


FM/AM 


設定 


細り 

参 

り 


FM / AM ボタンを巧して 、 FM 
が送を受信する 

放送局の受信のしかたは、4日 
ページを参照してください。 

設定ボタンを巧す 


与で " FM MODE " にして、 
ミ夫定ボタンを巧す 


FM MODE 


なみで " FM MONO " にして、 
ミ夫定ボタンを巧す 

表示部に、「〇」び点打します。 
FM ステレオ放送をステレオで受 
信するよラに設定する場合は、 
"FM AUTO " にします。 


2 . 


3. 


FM/AM 


設定 

A 


細り 


4. 



FM / AM ボタンを巧して 、 AM 
放送を受信ずる 

放送局の受信のしかたは、4日 
ページを参照してください。 

設定ボタンを巧す 


与で" N 0旧 E CUT " を選 
んで、ミ夫定ボタンを巧す 


NO I SECUT 


なみで" MODE " を選んで、ミ夫 
定ボタンを巧す 

" MODE " は1〜3から選ぶことび 
でさます。 

雑音び最もルさい " MODE " を選 
んで < ださい。 


FM MONO 


QqSlA 

Q : FM ステレオ放送なのに、ステレオ 
にな6ない 

一放送されている FM びモノラル音声か、 
電波の弱い場合は、ステレオ放送になり 
ません。 


6ラジオを聞< 











放送局を記憶させる 


FM/AM 

数字 

ボタン 

設定 
的なみ 
ミ夫定 




© • 


— 

1■■■が|| 

loeois 

lOOO! 

.1 〇 〇 o| 

i _ P - 化国 r 之 1 

-、^ 

< 

サウンドレトリパー ワイヤレス 

■ 国 

サラウンドアド A シス ド MCACC 

■ ■ ■ 

チャンネル 音量 

テレビ 入力切換 

凸 ■ 

テレビコント□—ル 

^ -ィ 


受信した放送局を記憶させる 


FM 放送と AM 放送を合わせて3日局まで、ス 
テーシヨン（記憶番号）に記憶させることびで 
さます。 


1. FM/AM FM / AM ボタンを巧して、記 

CD 憶させたい放送局を受信する 

放送局の受信のしかたは、4日 
ページを参照してください。 

2. 設定 設定ボタンを巧す 

3. 吟で" ST . MEM ." にして、 



決定ボタンを巧す 

ST . MEM . 



なみで、記憶させるステーシヨ 
ンを選ぶ 

記憶させるためのステーション 
は01〜30まであります。 


01 7 6.0 0 


瓦 



決定ボタンを押して記憶させる 


囚メモ 

• すでに記憶されているステーションに 
違う放送局を記憶させると、前の放送局 
は消去され、新しい放送局びステーショ 
ンに記憶されます。 

• 放送局を記憶させると 、 FM MODE また 
は N 0旧 E CUT (41 ぺージ）の設定も一 
緒に記憶されます。 
































ステーション番号と同じ数字 
ボタンを巧す 


(例）ステーション2: m 

ステーション]8: 0© 

ミ夫定ボタンを巧す 

数字ボタンを巧して2秒上待 
つと、ミ夫定ボタンを巧さなくても 
選ぶことびでさます。 


式@ 


記憶させた放送局を呼び出ず 


各ステーション（記憶番号）に記憶させた放送 
局を聞 < ことびでさます。 


FM/AM 

口 


2 . 




FM / AM ボタンを巧す 

ラジオび聞ける状態になります。 

与で、記憶したステーシヨ 
ンを選ぶ 


01 


7 6.0 0 


■ J モコンの数字ボタンで呼び出ず 


記憶させた放送局を数字ボタンでダイレクトに 
選ぶことびでさます。 


FM/AM 

口 


FM / AM ボタンを巧す 

ラジオび聞ける状態になります。 


置® 

® 風@@ 
を ® 0 0 


目ラジオを聞< 







第 7 章- 

他機器の接続 

A 接続を行う場合、あるいは変更を行ラ場合には、必ず電源コードを抜いてください。 

また、電源コードはすべての接続び終わってから壁のコンセントに接続してください。 

テレビの音青を本機で聞 < には 

アナ□グ音声出力端子のあるテレビを本機に接続して、その音声をサラウンドで楽しむことびでさ 
ます。 


接続のしかた 


本機の アナ□グ音声入力端子と、 接続したいテレビの音声出力端子とを、市販のオーディオコード 
(ピンプラグ付接続コード）で接続します。 

• 接続するテレビの取扱説明書ち合わせてご覽ください。 

• アナ□グ音声入力端テには、テレビ1；(外のアナ□グソース機器も接続でさます。 





アナ□グ音声出力へ 



テレビ 


本機で聞<には 


> 

夏^ミ肖音 

ゆ参。. 

DVD/DVR 1 DVD / DVR 2 デジタル 

■ ■■ 

了ナ1□グ1 

| fm/am 

ス U— ブ 

• 

oeo 

〇〇〇 

〇〇〇 


アナ□グ 



アナ□グボタンを巧す 


囚メモ 

• マルチチヤンネル（已 .] チヤンネル）再 
生にしたいとさは、リスニングモードを 
HBa に切り換えてください。 （3 日〜 
33ぺージ） 


























































DVD レコーダーなどの音青を本機で聞 < には 


本機には、光デジタル入力端テび2系統、同軸デジタル入力端テび1系統の計3系統のデジタル入力 
端テびあります。 DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、目 S/CS デジタルチューナーなどの機器と接 
続して、映画などを己]チヤンネルサラウンドで楽しむことびできます。 


接続のしかた 


接続したい機器のデジタル出力端子と、本機の DVD / DVR 1 同軸入力端子、 DVD / DVR 2 光入力端子、 
デジタル光入力端子の いずれかとを付属(または市販)の光デジタルケーブルか同軸デジタルケーブル 
で接続します。 

• 光デジタルケーブルを使用するとさは、ケーブル先端のカバーを外してください。 

• それぞれの機器の取扱説明書もあわせてご覽ください。 



どち5か一方で接続 

\\光デジタルケーブル 


デジタル 
音声出力へ 

-» 


同卽デジタルケーブル 


◎ 




DVD レコーダー、 
DVD プレーヤーなど 


本機で聞く（デジタル入力にずる）には 



0001 
〇 〇 〇 
〇〇〇 


DVD/DVR 1 
DVD / DVR 2 
デジタル 


• 接続した端子名と同じ名前の入カボタ 
ンを巧す 


DVD/DVR1 DVD/DVR2 デジタル 


口 


囚メモ 

• デュアルモノ音声(二力国語音声番組 
など)を切り換えることびでさます。 
(己2ぺージ） 

• 接続した機器にデジタル音声出力に関 
する設定びある場合びあります。詳し 
くはそれぞれの機器の取扱説明書をご 
覽ください。 


7他機器の接続 































































パイオニアプラズマテレビとシステム動作をさせるには 

SR + に対応したパイオニア製プラズマテレビ （2 日日3年！;(降に発売されたモデル）と本機を SR + 
ケーブルで接続することでシステム動作び巧能になります。システム動作とは、 U モコンをプラズ 
マテレビに向けて本機を操作したり、本機の表示びプラズマテレビにも表示されたり、プラズマテ 
レビの音量を自動で下げたり、本機とプラズマテレビの入力を連動させて切り換えたりすることを 
指します。 


接続のしかた 


接続には付属の SR + ケーブルを使用します。接続び終わったら各設定を行ってください。 



囚注意 

• SR + ケーブルを接続した状態でプラズマテレビの電源び切れているとさは、 U モコンで本機 
の操作びでさません（ただし、プラズマテレビびスタンバイ状態のとさは、操作は巧能です)。 

• SR + ケーブルを本機のコント□ール入力端テに接続すると、本機の U モコン受光部は信号を 
受け付けません。 U モコン操作をするとさは U モコンをプラズマテレビの U モコン受光部に 
向けて < ださい。 

• 本機とプラズマテレビを SR + ケーブルで接続したあと、本機とプラズマテレビの電源を入 
れて < ださい。 


































1 

〇 • 

ま醫 



DVD / DVR 1 DVD / DVR 2 デジタル 

■ ■ ■ 

アナ□グ 

!■ 

〇〇〇 

1 FM/AM 

〇〇〇 


〇〇〇 



スリープ 

• 



テレビ 入力切換 

凸 ■ 


テレビコント□ール 



SR + 

的なみ 
決定 


音量連動モードの設定 


本機の操作に連動して、プラズマテレビの音量 
を下げるかどうか設定します。 
roNj に設定すると本機の電源をオンにしたり 
本機の入力を切り換えたとさ、瞬時にプラズマ 
テレビの音量び日になります。 


1-SR+ SR + ボタンを巧す 

ク 



与で" SETUP " を選んで、 
決定ボタンを巧す 

SETUP 


3. 


細り 


仁与で、音量連動モードの 
ドを選ぶ 

現在の設定内容び表示されます。 


VOL.C OFF 


ん 


心 


なみで、 ON または OFF を選 
ぶ 

押すたびに下のように切り換 
わります。 


「 VOLC OFF I 



[ VOL.C ON I 


已 I 決定ボタンを巧して、設定 

W モードを終了する 


囚メモ 

• 再度プラズマテレビの音を出したいとさは 
プラズマテレビの音量を上げてください。 






































入力連動モードの設定 


本機の入力(音声)を切り換えたとさに、プラズ 
マテレビの入力(画像)も自動で切り換えるかど 
うか設定します。 


2 . 


SR+ 

ク 



SR + ボタンを巧す 


仁吟で" SETUP " を選んで、 
ミ夫定ボタンを巧す 



和与で、連動させる本機の 
入力を選ぶ 

各入力の現在の設定内容び表示 
されます。 


DV1 PDP1 

— T - r 

本機の入カプラズマテレビ 
の入力 



なみで、接続に合わせてプラ 
ズマテレビの映像入力を切り 
換える 


押すたびにプラズマテレビの入力 
びじ(下のよラに切り換わります。 
(プラズマテレビの入力数び己つ 
の場口） 


• NONE のとさは入力切換は連動しません。 


• TVTN はプラズマテレビのテレビチューナー 
(アナ□グ放送）を表しています。デジタル 
放送を選ぶとさは、本機の入力を切り換えて 
から、プラズマテレビの放送をアナ□グ放送 
からデジタル放送に切り換えてください。 

• PDP 1 〜 PDP 已はプラズマテレビのビデオ 
入力]〜已に相当し、接続しているプラズマ 
テレビにより数び変わります。また、いずれ 
かの入力び PC 入力になっているプラズマテ 
レビをあ0ます。 


• 本機の各入力 ( DV 1 ( DVD / DVR 1). 
DV 2( DVD / DVR 2)、 D に(デジタル)、 

ANA (アナ□グ )） について言ミ定することび 
でさます。たとえば、 DVD レコーダーを本 
機の DVD / DVR ] とプラズマテレビの映像入 
力2に接続している場合は、 DV 1 PDP 2 と 
設定してください。 

日-^ 決定ボタンを巧して、設定 
胃モードを終了する 
























連動モードをオンにずる 


本機とプラズマテレビび SR + ケーブルで接続 
されていることを確認してください。 

1. プラズマテレビの電源を入れる 

2. ^ 本機の電源を入れる 

@ 

3. SR+ SR + ボタンを巧す 

ク 

4. 仁与で " SR + ON " を選んで、 
ミ夫定ボタンを巧ず 

連動動作び実行され、に R + ON 」 
び点滅表示します。 

SR+ ON 


囚メモ 

• 入力連動モードを設定していない入力 
のとさは、プラズマテレビの画面は切り 
換わりません。 

• SR + ケーブルを接続した状態でプラズマ 
テレビの電源び切れているとさは U モ 
コンで本機の操作びでさません。（スタ 
ンバイ時は操作び巧能です。） 

• 連動モードは本機びスタンバイモード 
時ち記憶されています。これにより、本 
機の電源をオンにしたとさにプラズマ 
テレビの連動動作び行われる場合びあ 
ります。 


連動モードをオフにずる 


本機の電源びオンで、連動動作び実行されてい 
ることを確認してください。 

1- SR+ SR + ボタンを巧す 

2. 仁与で " SR + OFF " を選ん 

で、決定ボタンを巧す 

連動モードび解除され、に R + 
OFF 」 び点滅表示します。 

SR+ OFF 



7他機器の接続 








コントロール端子の付いて 
いる機巧と接続ずる 

コント□ール端テの付いたパイオニア機器と接 
続すると、本機のディスプレイユニットに U モ 
コンを向けて接続した機器を操作することびで 
さます（システムコント□ール)。 

これにより、 U モコン受光部びない機器や U モ 
コン受光部び信号を受けられない場所に設置し 
た機器も操作することびでさます。 


か部アンテナをお続ずる 

付属の AM ループアンテナや FM 簡易アンテナ 
では放送びよく聞こえないとさは、市販の外部 
アンテナを接続してください。 


AM か部アンテナをつなぐ 


付属の AM ループアンテナを接続したまま 、 AM 
外部アンテナ（市販のビニール被覆線）を下図 
のように接続してください。 



我論!护プラグ端就 ir | fm 屋か八テナをつなぐ 


本機のコント□ール出力端テの接続をする 
とさは、本機と接続する機器とを必ずオー 
デイオコードまたは同軸デジタルケーブル 
でを接続してください。光デジタルケーブル 
の接続だけでは、システムコント□ールは正 
しく動作しません。 


囚 メモ 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ 
コード(抵抗;なし)を使用してください。 

• コント□ール入力端テに日 NTR 日 L IN ) 
にプラグを接続した機器の U モコン受 
光部は信号を受け付けません。 

• 上記の接続に加えて、本機とプラズマテ 
レビを SR + ケーブルで接続していると 
さは、 U モコンはプラズマテレビに向け 
て操作してください。 


市販の FM 屋外アンテナを接続するには、市販 
の同軸ケーブルと変換アダプターを使って、下 
図のように接続してください。 

















































































第 8 章- 

いろいろな機能を® う 


ダイナ5ックレンジコント 
□ールを設定ずる 

ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語 
で、どのくらいルさな音からどのくらい大さな 
音までをさちんと（ルさな音はノイズに埋ちれ 
ずに、大きな音は歪まずに）再生できるかを数 
値 (dB) で表したちのです。ダイナミックレン 
ジコント□ールとは、このダイナミックレンジ 
を圧縮する機能です。音量を下げて映画を楽し 
むとさなどは、ダイナミックレンジを圧縮する 
と微ルな音も聞さやすくなり、映画をより一層 
楽しむことびでさます。 


1. 


2 . 


設定 



DRC 


3 - 


心 


囚メモ 


小さい音量で楽しむ場合は 、 DRC H に H 
に設定することをお勧めします。 

ダイナミックレンジコント□ールに対 
応しているドルビーデジタル音声や 
DTS 音声にのみ効果びあります。 
再生しているディスクによっては、効果 
の少ないものもあります。 


CD タイプの設定 

再生する CD の種類を選択することで、本機の 
設定を最適な環境にします。 

ソース機器で DTS-CD を再生しない場合は、こ 
の設定は必要ありません。 

1 . 電源をオフにする 

W 電源び入]ているときは、電源ボ 
タンを押します。 


設定ボタンを巧す 

仁与で" DRC " を選んで、決定 
ボタンを巧ず 


2. 

3 . 


設を 設定ボタンを巧す 


なみで設定を選んで、ミ夫定ボ 
タンを巧す 

• DRC OFF 

ダイナミックレンジを圧縮せず 
にソフトに収録されたまま再生 
します。 

• DRC MID 

ダイナミックレンジを少し圧縮 
します。 

• DRC HIGH 

ダイナミックレンジを最ち圧縮 
します。 


細り 

ん 

心 


仁与で " CD TYPE " を選んで、 
決定ボタンを巧す 


CD TYPE 


なみで設定を選んで、決定ボ 
タンを巧す 

• NORMAL 

DTS-CD を再生すると曲頭部分 
でノイズび聞こえることびあり 
ますび、通常の CD の再生ではノ 
イズび聞こえるよラなことはあ 
りません。 

• DTS-CD 

DTS-CD を再生してもノイズび 
聞こえることはありませんび、通 
常の CD を再生すると曲頭部分び 
欠けて聞こえることびあります。 


8いろいろな機能を使う 


Gm 




デュアルモノの設定 


DVD レコーダーなどの機器で、録画した二力国 
語放送 （ ドルビーデジタル] + ] デュアルモノ音 
声）を再生しているときや、地上/目 S / CS デジ 
タルチューナーなどで、二力国語き組 ( MPEG - 
2 AAC ]+1デュアルモノ音声）を視聴してい 
るとさに、音声選択を行います。 


1- 設を 設定ボタンを巧す 



仁与で " DUAL MONO " を選 
んで、決定ボタンを巧す 


押すたびに各項目の設定モード 
に切り換わり、現在の設定内容び 
表 TJX されます。 


DUALMONO 


@Q&A 

Q： デュアルモノ音声（二力国語音声） 
を再をしているのに音声が切〇換 
わ6ない 

- 再生側の機器のデジタル出力設定び、 
U ニア PCM に設定されていると、デュ 
アルモノ音声にはなりません。ドル 
ビーデジタルや MPEG -2 AAC などで 
出力して < ださい。 

ーアナ □ グ接続の時は音声を切り換える 
ことはでさません。再生側の機器で切 
り換えてください。 


感 

心 


なみで設定を選んで、決定ボ 
タンを巧す 
• cm MONO 

チヤンネル1のみを再生します。 


• CH2 MONO 


チヤンネル2のみを再生します。 


• CH1/CH2 

チヤンネル1、2の音声を左ちの 
フ□ン トス ピーカーから 振り分 
けて再生します。 


囚メモ 

• MPEG -2 AAC 、 ドルビーデジタル 、 DTS 
の 1+] デュアルモノ音声のとさのみ音 
声を切り換えることびでさます。 





ス u — つタイマ— 


設定した内容をお買い上げ 


約6日分後に自動的に電源び切れます。ラジオを 時のが態に戻ず 

聞さなびら眠ったりするとさに便利です。 


2. 


スリーブ 


参 


スリープボタンを巧して、 
"SLP ON " を選ぶ 


SLP ON 


ミ夫定ボタンを巧す 

ス U —プタイマーび設定されて 
「ク」び点灯し、表示部び暗<な 
ります。 

途中で取り消す場合は、再度 ス 
リープボタンを 押して" SLP 日 FF " 
にします。 


囚メモ 


ス U —プタイマー設定後に スリープボタン 
を押すと、電源び切れるまでのおおよその 
時間を確認することびでさます。 


SLP 


ひと目盛りは、12分を 
>表しています。 


If 電源をオンにする 


⑩ 


2. 


3 . 


電源 

@ 


囚メモ 


電源び切れているときは、 電源ボ 
タンを押して、本機の電源を入れ 
ます。 

ディスプレイユニットの 
SURROUND ボタンを押しな 
び5、む STANDS 丫 / ON ボタ 
ンを巧ず 

電源びオフ（スタンバイモード) 
になります。 

もラー度電源をオンにする 

設定した内容びすべてお買い上 
げ時の状態に戻ります。 


初期化すると、記憶していたすベてのメ 
モ U —び同時に消去されます。初期化す 
るときは十分にごを意ください。 


表示部の明るさををえる 

ディスプレイユニットの表示部の明るさを変え 
ることびでさます。 


1. 設是 設定ボタンを巧す 

2. 片吟で" DIMMER " を選んで、 
決定ボタンを巧す 


㈱ 

3 - €：> 
感 

心 


DIMMER 


なみで設定を選んで、ミ夫定ボ 
タンを巧す 

• LIGHT 

お買い上げ時の表示部の明るさで 
す。スリープタイマーび設定され 
ていると、表示部は暗くなります。 

• DARK 

表示部び暗くなります。 


8いろいろな機能を使う 








第 9 章： 

その他 


設置する場所 

• 組み合わせて使用するテレビやステレオシ 
ステムの近くの安定した場所を選んでくだ 
さい。 

• テレビや カラーモニターの 近くに レシーバー 
サブウーファーを設置しないでください。ま 
た、カセットデッキなど、磁気の影響を受け 
やすい機器とは離して設置してください。 

次のような場所は避けてください 

-直射曰光のあたる所 
-湿気の多い所や風通しの悪い所 
-極端に暑い所や寒い所 
-振動のある所 
-ホコ U の多い所 

-油煙、蒸気、熱びあたる所（台所など） 

上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 


製品のお手入れについて 

• 本体は通常、柔らかい布でから}式さしてく 
ださい。巧れびひどい場合は、水で已〜6倍 
に薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸してよ 
く絞り、巧れを}式さ取ったあとに乾いた巧 
で}式いてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤 
などび付着すると印刷、塗装などびはげる 
ことびありますのでごを意ください。また、 
ゴムやビニール製品を長時間触れさせるこ 
とち、キャビネットを傷めますので避けて 
<ださい。 

• 化学ぞラさんなどをお使いの場合は、化学 
ぞラさんなどに添付のを意事項をよくお読 
み < ださい。 

• お手入れの際は、電源プラグをコンセント 
から抜いて < ださい。 


熱を受けないように 

本機をアンプなど熱を発生する機器の近<に設 
置しないで < ださい。 

本機を使わないときは電源を切る 

テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入 
れたままテレビをつけると画面にしま模様び出 
る場合びありますび、本機やテレビの故障では 
ありません。このよラな場合は本機の電源を 
切ってください。ラジオの音声の場合ち同様に 
ノイズび入ることびあります。 



メーカーコードリスト 


• 22ページからの続さです。 

ACURA, 644 

ADMIRAL, 631 

AKAI, 的 2,63 日 I 642 

AKURA, 641 

ALBA,60 ： 7, 639,641，644 
AMSTRAD, 642, 日 44,647 
AMTECH, 644 
ASA, 64 已 
ASUKA, 641 
AUDIOGONIC, 607,636 
BASIC LINE, 641,644 
BAUR,631, 60 ス 642 
BEKO, 638 
BEON,607 
BLAUPUNKT, 631 
BLUE SKY, 641 
BLUE STAR, 618 
BP し 618 
BRANDT , 的日 
BTC, 641 

BUSH, 60 ス 641 ， 642,644,64 ス 6 日 6 

CASCADE, 644 
CATHAY, 607 
CENTURION, 607 
CGB, 642 
CIMLINE, 644 
CLARIVOX, 607 
CLATRON に , 638 
CONDOR, 的 8 
CONTEC, 644 
CROSLEY, 632 
CROWN, 638, 644 
CRYSTAL, 642 
CY 己 ERTRON, 641 
DAEWOO, 607, 644,656 
DAIN に HI, 641 
DANSAI, 607 
DAYTON, 644 
DECCA, 607,648 
□1X1,607,644 
DUMONT, 653 
ELIN, 607 
ELITE, 641 
ELTA, 644 
EMERSON, 642 
ERRES, 607 

FERGUSON,60 ： 7i 的 6, 的 1 
FINLANDIA, 635, 643 
FINLUX, 的 2,60 ス 64 日， 648, 的 3, 的 4 
FIRSTLINE, 640, 目 44 
FISHER, 632, 的日， 638,64 已 
FORMENTI, 的 2,60 ス 642 
FRONTECH, 6311642,646 
FRONTECH/PROTECH, 的 2 
GBC, 632,642 

GE, 601 ， 608,60 ス 610, 61 ； 7,602,628, 
618 

GEC, 60 ス的 4,648 

GELOSO,632, 644 

GENEXXA, 的 1，641 

GOLDSTAR, 610, 623,6211 602, 607, 

650 


GOODMANS, 日〇ス的 9,64 ス 648,6 日 6 

GORENJE, 的 8 

GPM,641 

GRAETZ, 的 1，642 

GRANADA, 60 ス的日， 642,643,648 

GRADIENTE, 的 0 

GRANDIN,618 

GRUNDIG, 的 1|6 的 

HANSEATIC, 目 07,642 
HCM, 618,644 
HINARI, 60 ス 641，644 
H に AWA, 618 
HUANYU, 656 
HYPSON, 607,618,646 
に E, 646,647 
IMPERIAL, 目 38,642 
INDIANA, 607 
INGELEN, 的 1 

INTERFUNK, 的 1,632,60 ス 642 
INTERVISION, 646,649 
ISUKA 1,641 
642 

ITT, 631 ，的 2, 642 

JEC, 60 日 
JVC, 6131623 

KAISUI,618, 641,644 
KAPSCH, 的 1 
KENDO, 642 
KENNEDY, 日 32, 642 
KORPEL, 607 
KOYODA, 644 
LEYCO, 60 ス 640,646, 648 
LIESENK&TTER, 607 
LOEWE, 607 
LUXOR, 的 2i 642, 643 

M-ELECTRON に，的 1 ， 644, 64 日， 646, 
6 已氏 60 ス的 6,6 已 1 

MAGNADYNE, 的 2, 649 
MAGNAFON, 649 

MAGNAVOX, 60 ス 610,603, 612,629 
MANESTH, 639,646 
MARANTZ, 607 
MARK, 607 

MATSUI, 60 ス的 9,640,642, 目 44,64 ス 
648 

MCM に HAEL, 的 4 
MEDIATOR, 607 
MEMOREX, 644 
METZ, 的 1 
MINERVA, 631,653 
MULTITECH, 644, 649 
NECKERMANN, 的 1，607 
NEI, 60 ス 642 

NIKKAI, 605, 607 641 ， 646,648 
NOBLIKO, 649 
NOKIA, 的 2, 642, 652 
NORDMENDE, 632i 636, 651 ，的 2 

OCEAN に , 的 li 的 2,642 
ORION, 的 2,60 ス的 9, 640 
OSAKI, 641 ， 646,648 

OSO, 641 
OSUME, 648 

OTTO VERSAND, 631 ， 632,60 ス 642 
PALLADIUM, 的 8 
PANAMA, 646 
PATHO CINEMA, 642 


PAUSA, 644 

PHILCO, 的 2, 642 

PHILIPS, 的 1 ， 60 ： 7, 的 4,656,668 

PHOENIX, 的 2 

PHONOLA, 607 

PROFEX, 642, 644 

PROTECH, 60 ス 642,644,646, 649 

QUELLE, 的 1 ，的 2,60 ス 642, 645,653 

R-LINE, 607 

RADIOLA, 607 

RADIOSHACK, 610, 623,621，602 
RBM, 653 

RCA, 601 ， 610, 61 日， 61 氏 61 ス目 18, 
661 ， 662,609 
REDIFFUSION, 的 2,642 
REX, 的 1，646 
ROADSTAR, 641 ， 644,646 
SABA, 631 ，的 6, 642, 651 
SAISHO, 的 9,644,646 
SALORA, 的 1 ， 632,642,643 
SAMBERS, 649 

SAMSUNG, 60 ス的 8, 644, 646, 6 朗 I 
670 

SBR, 60 ス 634 
SCHAUB LORENZ, 642 
SCHNEIDER, 60 ス 641，647 
SEG, 642, 646 
SEI, 的 21640,649 
SELECO, 的 1，642 
SIAREM, 的 2, 649 
SIEMENS, 631 

SINUDYNE, 的 2i 目 39,640, 649 
SKANT に , 643 
SOLAVOX, 的 1 
SONOKO, 60 ス目 44 
SONOLOR, 的 1 ，的已 
SONTEC, 607 
SOUNDWAVE, 607 
STANDARD, 641,644 
STERN,631 
SUSUMU, 641 
SYSLINE, 607 
TANDY, 的 1 ， 641，648 
TASHIKO, 的 4 
TATUNG, 607 648 
TEC, 642 
TELEAVIA, 636 
TELEFUNKEN, 636, 的 :7, 6 已 2 
TELETECH, 644 
TENSAI, 640,641 
THOMSON, 636, 6 日 1 ， 6 日 2,663 
THORN, 的 1 ， 60 ス 642,64 日 ， 648 
TOMASHI, 618 
TOWADA, 642 
ULTRAVOX, 的 2i 642, 649 
UNIDEN, 671 

UNIVERSUM, 的 1 ， 60 ス 638, 642i 64 已， 
646,6 已 4 

VESTEL, 607 
VOXSON, 631 

WALTHAM, 643 
WATSON, 607 
WATT RADIO, 632, 642, 649 
WHITE WESTINGHOUSE, 607 
YOKO, 60 ス 6421646 
ZENITH, 603, 620 


9 その陋 


巧障かな？とおった 6 

故障かな？と思ったらチェックしてみてください。ちょっとした操作ミスび故障と思われびちで 
す。また、本機外の原因も考えられます。接続した機器などもあわせてお調べください。特にデ 

ジタル接続しているときは、デジタル出力の設定を十分にご確認ください。じ(下の項目に従って再度点検 

されても直らないとさは、お買い上げの販売店またはお近くのサービスステーションにお問い合わ 
せ < ださい。 


1 樹犬 

原因/巧策 

参照ぺージ 1 

音び出ない、または特定 

• すべてのコードび完全に接続されていますか？ 「本機を接 

12〜19ぺージ 

のスピーカーから音び 

続する」を参照して、正しく接続してください。 


出ない。 

• ミューティング状態になっていませんか？ U モコンの 
消音ボタンを巧してください。 

20 ぺージ 


• 音量びゼ□になっていませんか？音量を調整してください。 

• プレーヤ ー( ソース機器)び対応していないフォーマットの 
ソフトを再生していませんか？プレーヤーの取扱説明書 
を確認してください。 

• 本機び対応していないフォーマット ( MP 3 など）の信号を入 
力していませんか？本機び対応しているフォーマットはド 

J レビーデジタ Jk DTS 、 MPEG -2 AAC 、 U こア PCM です。 

20 ぺージ 

ワイヤレススピーカー 

• ワイヤレススピーカーび正しく接続されているか確認し 

18ぺージ 

から音び出ない。 

て < ださい。 



• スてレオ再生居市なっていませんか？ U スニングモー 
ドを切り換えてマ J レチチャンみレ再生回面]にしてくださ 
い。 

•ワイヤレススピーカーの TUNED インジケーターび点打し 
ているか確認してください。点なしていないとさは、トラ 
ンスミッターのチャンネル選択ボタンを押してチャンネル 
を切り換えるか、トランスミッターの位置を動かしてみて 
ください。 

30 〜 32 ぺージ 


22 ぺージ 


• ワイヤレスモードび rW.OFFJ になっていないか確認して 
<ださい。 

. 本体の音量びゼ□になっていないか確認してください。ワ 
イヤレススピーカーの音量は本体側で調節します。 

30 ぺージ 

テストトーンびまつた 

-スピーカーの接続び外れていませんか？確認してください。 

1 目〜 18 ぺージ 

<出ない、または出ない 

• ミューティング状態になっていませんか？ U モコンの 

20 ぺージ 

スピーカーびある。 

消音ボタンを巧してください。 

30 〜 33 ぺージ 


• にた R1 のモードを選択していませんか？すべてのスピー 
カーからテスト1-ーンを出力したいとさは回巧 a のモード 
を選択してからをう一度やり直してください。 

FM / AM 放送び聞こえな 

• アンテナは接続されていますか？アンテナを正しく接続 

12〜14， 

し、聞き苦しい。 

して < ださい。 

• アンテナの向さ、位置は悪くなっていませんか？アンテナ 
の向さや位置を調整してください。 

-電気器具（堂光な、ドライヤーなど）を使用していません 
か？ ノイズを発生させる機器の使用をやめてください。 

己 0 ぺージ 

FM ステレオ放送なのに 

• 表示部に「〇」び点灯していませんか？ "FM MODE " の設 

41ぺージ 

ステレオにならない。 

定を AUT 日にしてください。 
















症が 


原因/巧策 


参照ページ 


接続したデジタル機器 
からの音び出ない。 

• 正しく接続されているか、をう一度確認してください。 

-接続した端テ名と同じデジタル入カボタンを押してくだ 
さい。 

4己ぺージ 

接続したアナ□グ機器 
(テレビなど)から音び出 
ない。 

• 正しく接続されているか、をラー度確認してください。 

-アナ□グボタンを押して<ださい。 

44ぺージ 

U モコンびさかない。 

• U モコンの電池は消耗していませんか？新しい電池に換 
えてください。このとさ、設定したテレビメーカーコード 
び消える場合びあります。22ページを参照して、をう一 
度やり直してください。 

• 堂光好び U モコン受光部の近くにありませんか？堂光な 
を U モコン受光部から離してください。 

• U モコン受光部から7 m な内、左ち3ぴ切内で、 IJ モコ 
ンを本機に向けて操作してください。 

• U モコン受光部と U モコンとの間に、信号を遮る障害物び 
ありませんか？障害物を取り除くか、操作する場所を移動 
してください。 

• MCACC セットアップ用マイクをコント□ール入力端子に 
接続していませんか？接続を確認してください。 

• SR + ケーブルを本機のコント□ール入力端子に接続すると、 
本機の U モコン受光部は信号を受け付けません。 U モコン 
操作をするとさは IJ モコンをプラズマテレビの IJ モコン 
受光部に向けてください。 

-本機のコント□ール出力端子の接続をするとさは、本機と 
接続する機器とを必ずオーディオコードまたは同軸デジ 
タルケーブルでを接続してください。光デジタルケーブル 
の接続だけでは、システムコント□ールは正しく動作しま 
せん。 

. SR + ケーブルでプラズマテレビを接続している場合は、プ 
ラズマテレビの電源び切れていないか確認してください。 

21ぺージ 

23ぺージ 

23ぺージ 

25ぺージ 

46ぺージ 

已〇ぺージ 

設定した内容び消えて 
しまった。 

• 本機の電源び入っているとさに強制的に電源コードを抜 
く、または停電などび起さると、設定した内容び消えてし 
まうことびあります。電源コードを抜くときは、必ずディス 
プレイ ユニッ トのむ STANDBY / ON ボタンまたはリモコン 
のむ電源ボタンを巧して、ディスプレイ表示部の [- OFF -] 表 
示び消えてから行ってください。特に他機器の AC アウト 
レットから電源コードを接続しているとさはご注意くださ 
い。 


動作しない。 

-電源コードび外れていませんか？電源コードを正しく接 
続してください。 

1已，19ぺージ 


その他 










1 猫犬 

原因/巧策 

参照ぺージ1 

電源び入らないまたは 

• 電源コードを抜かずに、1分後に再びディスプレイユニッ 


電源び突然オフになつ 

卜のむ STANDBY / ON ボタン または U モコンのむ電源 ボ 


た。 

タンを巧して電源を入れてみてください。 


(再び電源を入れたとさ 

• スピーカーコードびショート（接触）していませんか？ス 

1巨，17ぺージ 

にエラーメッセージび 

ピーカーコードのお線をしっかりとねじり、をう一度ス 


表示される場合びあり 

ピーカー端テに接続し直してください。 


ます。） 

• レシーバーサブウーファーのまわりに十分なスペースび 
空いていますか？通風びよくなるように設置をかえてみ 
て < ださい。 

已ぺージ 


-音量ををラ少しルさくしてみてください。 

上記の対策を行ってを症状び改善されないとさは、最寄り 
の弊社サービスステーションにご連絡ください。 

20ぺージ 


ワイヤレススピーカー関係 


症が 

原因/対策 

参照ページ 

ワイヤレススピーカー 
の音声びとざれる。 

-近くに同じ周波数帯に.4 GHz ) を利用する無線通信機 
器である、コードレスフオン、 Bluetooth 、 無線 LAN 、 
また電子レンジなどの機器び作動している場合は、トラ 
ンスミッターのチャンネルを切り換えるか、設置場所 
を変えてみてください。 

-本機の使用する電波は、高い周波数を使用しているため、 
光と同じよラに直進、反射、屈折、回折、干渉などの 
性質を持っています。そのため、場所により電波の強 
弱び起こり、音声び止まったりすることびあります。設 
置場所を変えてみてください。 

-トランスミッターとワイヤレススピーカーの距離び離れ 
過ぎている場合は、電波の届く範囲でご使用ください。 

-電気雑音の発生しやすいところで使用している場合 
は、トランスミッターのチャンネルを切り換えるか、設 
置場所を変えてみてください。 

-複数台の弊社のワイヤレススピーカーを同じ場所、同 
じチャンネルで使用していないか確認してください。 
同じチャンネルにならないようにチャンネルを変えて 
みて < ださい。 

10ぺージ 

トランスミッターから 
出力された音声をワイ 
ヤレススピーカーび受 
信でさない。 

-障害物と反射物の影響で電波状態の良い位置と悪い位 
置びあります。トランスミッターまたはワイヤレスス 
ピーカーの位置を少し動かしてみてください。 

-トランスミッターとワイヤレススピーカーは対になっ 
ており、お互いに識別しています。別に購入された卜 
ランスミッターとワイヤレススピーカーでは通信でさ 
ない仕組みになっています。 

10ぺージ 

トランスミッター周辺 
に設置されたテレビの 
画像び乱れることびあ 

-トランスミッター周辺にアンテナび取り付けられてい 
る A V 機器びないか確認してください。トランスミッ 
ターを AV 機器のアンテナ入力端テから遠ざけてくだ 
さい。 















7 ルチチヤンネル再生にな S ないとまは 


こんな表示が出たとまは 


マルチチヤンネル巧.1チヤンネル)再生になら 
ないとさは、 lU 下を確認してみてください。案が 
簡単なミスや勘違いをしていることちあります。 

1- サラウンドボタンを巧して、 AUTO モー 
ドを選ぶ (31 ページ） 

再生している音声に応じたヴウンドモード 
に自動で切り換わります。 


サラウンドの自動設定 ( MCACC ) 中に表示さ 
れるエラーメッセージについては26ページを 
ご覽ください。 


96K 


2.テストトーンを出力してみる (38 ぺージ ） r I [ J I I 


( 本体表示部） 

88.2 kHz /96 kHz U ニア PCM 信号を入力し 
ているとさに、下のいずれかのボタンを巧す 
と表示されます。 

サラウンドアドバンスドサウンドレトリバー 


すベてのスピーカーからテスト I -ーン（ヴー 
という音）び出力されていることを確認し 
て<ださい。テスト!-ーンび出力されない 
スピーカーびあるとさは、接続を確かめて 
から、もう一度テスト!-ーンを出力してみ 
て < ださい。 


3. HHI 1 のリスニングモードを選択ずる 
(30 〜 33 ページ） 

ステレオソースもマルチチヤンネルにして 
再生します。 


囚メモ 

• 複数の音声び収録されている DVD デイ 
スクの場合、再生している音声によつ 
て、ステレオ再生またはマルチチヤンネ 
ル再生になります。 


( 本体表示部 ) [MUT I NG 


ミューティング中に!;(下のいずれかのボタンを 
押すと点滅表示されます。 

MCACC テストトン 


( 本体表示部 ) い C H ONI Y 


サウンドレトリバ- 


マルチチヤンネル再生時にサウンド 
レト I 」ノ くーボタンを押すと表示され U 
よ9 〇 


EXIT 


( 本体表示部） 

各種メニューを表示中に、そのメニューを表示 
することび禁止されている信号び入力されたと 
さに表示され、通常表示に戻ります。 


EEPERROR 


( 本体表示部） 

お買い上げの販売店またはお近くのサービスス 
テーシヨンにお問い合わせください。 


NO SPTYP 


( 本体表示部） 

電源コードをコンセントから抜いて、もラー度 
入れ直してから、電源をオンしてください。そ 
れでも同じ表示び出る場合は、お買い上げの販 
売店またはお近くのサービスステーションにお 
問い合わせください。 


W. STEREO 


( 本体表示部） 

ワイヤレスモードび rW . STEREOJ に設定され 
ているとさに、1；(下のいずれかのボタンを押す 
と表示されます。 

サラウンドアドバンスド MCACC サウンドレトリバ-テストトン 

□ □己 □ 。 


® その他 


















ワイヤレススピーカーほ用上のご注意 


電液に関ずるごミ主意 


• 本機は盗聴防止機能を搭載しておりますび、 
傍受（無線通信内容を第兰者び別の受信機で 
故意または偶然に受信すること）にごを意く 
ださい。本機は電波を使用している関係上、 
第王者び故意に傍受するケースち考えられ 
ます。機密を要する重要な通信や人命にかか 
わる通信には使用しないでください。 

• 本機は電波法に基づくル電カデータ通信シ 
ステム無線局設備として、技術基準適合証明 
を受けています。したびって、本機を使用す 
るとさに無線局の免許は必要ありません。ま 
た、本機は日本国内のみで使用でさます。 

本機は、 2.4 GHz の周波数帯の電波を利用して 
います。この周波数の電波は、下記1に示すよ 
うにいろいろな機器び使用していまず。また、 
お客様に存在びわかりにくい機器として下言己2 
に示すような機器もあります。 

1 2.4 GHz を使用するまな機器の例 

• コードレスフオン 
• コードレスファクシミ U 
• 電子レンジ 
• 無線 ルーター 

• ワイヤレス AV 機器（当社ワイヤレスス 
ピーカーを 含む） 

• ゲーム機のワイヤレスコント□-ラー 
• マイク□波治療機器類 
• Bluetooth 対応機器 

2存在びわかりにくい 2.4 GHz を使用する 
まな機器の例 

• 万引き防止システム 
• アマチュア無線局 
• 工場や倉庫などの物流管理システム 
• 鉄道車両や緊急車両の識別システム 

これらの機器と本システムを同時に使用する 
と、電波の干渉により、音びとぎれて雑音のよ 
うに聞こえたり、音び出なくなることびありま 
す。このようなときは、本機の TUNED インジ 
ケーターび点滅または消好しますび、電波干渉 
によるをので本機の故障ではありません。 

受信状況の改善ち法としては政下の方法びあり 
ます。 


• 電波を発生している相手機器の電源を切る 

• 干渉している機器の距離を離して設置する 

• トランスミッターのチャンネル選択ボタン 
で干渉されない他のチャンネ>1レを選択する 

次の場所では本機を使用しないでください。ノ 
イズが出たり、送信/受信びでさなくなる場合 
びありまず。 

• 同じ周波数帯 (2.4 GHz ) を利用する無線 
通信機器である Bluetooth 、 無線 LAN 、 ま 
た電子レンジなどの機器の磁場、静電気、 
電波障害び発生するところ。（環境により電 
波び届かない場合びあります） 

• ラジオから離してお使いください。（ノイズ 
び出る場合びあります） 

• テレビにノイズび出た場合、トランスミッ 
ターびテレビ、ビデオ、 BS チューナー、 
CS チューナーなどのアンテナ入力端テに 
影響を及ぼしている可能性びあります。卜 
ランスミッターをアンテナ入力端テから遠 
ざけて設置してください。 

本機は、ほ術基準適台証明を受けていまずので、 
m 下の事項を行うと法律で罰せ5れることがあ 
ります。 

• 分解/改造すること。 

• 本機に貼ってある証明ラベルをはびすこと。 

2 .4 DS 4 

-►② 

-卜③ 

① 「4」想定される与干渉距離(約4日 m ) を表します 

② 「 DS 」 変調ち式を表します 

③ 「2.4」 GHz 帯を使用する無線設備を表します 

• 本機の使用する周波数帯域 (2.4 GHz ) で 
は、無線通信機器である Bluetooth 、 無線 
LAN 、 また電子レンジなどの機器の他、エ 
場、製造ラインなどで使用されている移動 
体識別用の構内無線局（免許を要する）お 
よび、特定ル電力無線局び同じように利用 
して運用されています。 

本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構 
内無線局、および特定ル電力無線局び運用され 
ていないことを確認してください。 

万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対 
して電波障害の事例び発生した場合、すみやか 
にその場での本機の使用を中断してください。 










使用節囲について 


安をにお使いいただ<ために 


• ご家庭内での使用に限ります(通信の環境に 
より伝送距離び短くなることびあります）。 

次のような場合、電波状態び悪くなったり電波 
び届かなくなることび原因で、音声びとざれた 
り停止したりします。 

• 鉄筋コンク IJ ー トや金属の使われている壁 
や床を通して使用する場合。 

• 大型の金属製家具の近 < など。 

• 人混みの中や、建物障害物の近<など。 

• 同じ周波数帯 (2.4 GHz ) を利用する無線 
通信機器である Bluetooth 、 無線 LAN 、 ま 
た電子レンジなどの機器の磁場、静電気、 
電波障害び発生するところ。 

• 集合住宅（アパート•マンションなど）に 
お住まいで、お隣で使用している電子レン 
ジ設置場所び本機に近い場合。なお、電子 
レンジは、使用していなければ電波干渉は 
おこりません。 

• 複数台の当社のワイヤレススピーカーを同 
じ場所、同じチャンネルで使用した場合。 


• 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子 
機器の近くでは使用しないでください。電 
テ機器に誤動作するなどの影響を与え、事 
故の原因となる恐れびあります。 

ごを意いただきたい電子機器の例 

補聴器、ペースメーカー、その他医療用電 
気機器、乂災報知器、自動ドア、その他自 
動制御機器など。 

ペースメーカー、その他医療用電気機器を 
ご使用されるちは、該当の各医療用電気機 
器メーカーもしくは販売業者に電波による 
影響についてご確認ください。 

• 航空機器や病院など、使用を禁止された 
場所では使用しないでください。 

電子機器や医療用電気機器に影響を与え、 
事故の原因となる恐れびあります。医療機 
関の指示に従ってください。 


電液の反射について 


ワイヤレススピーカーに届く電波には、卜 
ランスミッターから直接届く電波（直接波） 
と、壁や家具、建物などに反射してさまざ 
まなち向から届く電波（反射波）びありま 
す。これにより、障害物と反射物とのさま 
ざまな反射波び発生し、電波状態の良い位 
置と悪い位置び生じ、音声びうまく受信で 
さなくなることびあります。このよラなと 
さは、ワイヤレススピーカーの場所を少し 
動かしてみて<ださい。トランスミッター 
とワイヤレススピーカーの間を人間び横 
切ったり、近づいたりすることによっても、 
反射波の影響で音声びとざれたりすること 
びあります。 


囚注意 


お客さま、または第兰者使用によるこの 
製品の使用によって受けられた損害に 
ついては、法令上賠償責任び認められる 
場合を除さ、当社は一切の責任を負いま 
せんので、あらかじめご了承ください。 


9その陋 








保証と アフターサービス 


保証書（別添）について 


保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記 
入を確かめて販売店から受け取つていたださ、 
内容をよくお読みのラえ、大切に保管してくだ 
さい。 

〔保証期®»ご'購入 0 た* 61 年巧です。 ) 


補修用性能部品の最低保ち期間 


ステレオの補修用性能部品の最低保有期間は製 
造打ち切り後8年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するため 
に必要な部品です。 


修理に関ずるご質問、ご相談 


お買い上げの販売店へご依頼ください。また、 
ご転居されたりご贈答品などでお買い求めの販 
売店に修理のご依頼びでさない場合は、修理受 
付センターにご相談ください。 

所在地、電話番号は裏表紙の「ご相談窓□のご 
案内-修理窓□のご案内」をご覽ください。 


修理を依*!されるとを 


已目〜已9ページに従って調べていたださ、なお 
異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてか 
ら、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


連結していただきたい内容_ 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品 名：ホームシアターシステム 
• 型番： HTP -07 B 
• お買い上げ曰 

• 故障の状況（でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物、公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保 
証書に記載されている当社の保証規定に基づさ 
修理いたします。 

■ 保証期間が週ぎているとまは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理いたします。 

■ お願い： 

修理のために本機をお持ち込みいただく際は、 
部分的な故障と思われる場合でもシステム全体 
での動作確認び必要となるため、全機器をお持 
ち込み願います。 

トランスミッターまたはワイヤレススピーカー 
の修理を依頼されるとさは、トランスミッター 
とワイヤレススピーカーを2つ]組としてご依 
頼ください。 


愛情点巧 


り 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおすすめいたします。 
こんな症がはありませんか？ 

-電源コードや電源プラグび異常に熱<なる。 

-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気び入ったり切れたりする。 

-本体か5異常な音、熱、臭いびする。 


ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧いて、故障や事故防止のため電気店 
またはお近くのパイオニアサービスステーシヨンに点検馆料)をご依頼ください。 



















用語解説 


■ドルビーデジタル 


□□ [DOLBY] 

DIGITAL 


PRO LOG 


■DTS 


藝 dti 

Digital Surround 


DVD の標準音声タイプのことです。モノラルやス 
テレオで記録されているソフトをあれば、現在最を 
を流となっている己]チヤンネルサラウンドで記 
録されているソフトもあります。ドルビーデジタル 
(5.1 チヤンネルサラウンド)で記録されているソフ 
卜とは、已つのチヤンネル個別にそれぞれのシーン 
に合った音声び記録されていて、サブウーファーか 
ら出力される低音を記録されているソフトのこと 
をいいます。 


DTS とは DTS 社の已 .1 チヤンネルデジタル-サラ 
ウンド録音再生ち式のことです。 DTS デジタル•ヴ 
ラウンドで記録された DVD ソフトを、ドルビーデ 
ジタ>1レ(已 .] チヤンネ>1レヴラウンド)で記録されてい 
るソフトと同様に己1チヤンネルで音声を楽しむ 
ことびでさます。 


■ MPEG -2 AAC 
(Advanced Audio Codin 呂) 


巧 


■ドルビープ□□ジック 

2チヤンネルサラウンド信号や2チヤンネルステレ 
才信号をマルチチヤンネルサラウンドで再生するた 
めの技術です。2チヤンネルサラウンド信号につい 
ては圧縮された信号を忠実にデコード（再生）し、2 
チヤンネルステレオ信号については2チヤンネル分 
の信号からセンター、サラウンドチヤンネルの信号 
を創り出します。ただし、この再生方式ではヴラウ 
ンドチヤンネルはモノラルであるため、左ちのサラ 
ウンドスピーカーからは同じ音声び出力されます。 

■ドルビープ□□ジック II 

ドルビープ□□ジック II は、ドルビープ□□ジック 
をさらに改良し、ステレオ音声を已 .1 チヤンネルに 
拡張して再生するためのマト U ックスデコード技 
術です。ステアリング□ジック回路により、全可聴 
帯域のメイン已チヤンネルを創り出します。 CD の 
ような通常のステレオ音楽素材に対してをより優 
れた立体音場効果、包囲感、より明確な定位ををた 
らし、ドルビーサラウンドエンコードされた素材は 
ディスク U —卜己]チヤンネルに匹敵する移動感を 
を実現でさます。 


■プ□□ジックとプ□□ジック II の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジック II 1 

効果的な 

ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべてのステレオ 
音声 

デコード 

4.1 チヤンネル 

己.1チャンネル 

チャンネル数 

( サラウンド、 

、 モノラル; 

サラウンド、 

V ステレオ ノ 

周波数特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チャンネル 
フルバンド 


MPEG -2 オーディオの標準方式のひとつで、目 S デ 
ジタル放送や地上デジタル放送で採用されている 
音声符号化規格です。低ビツトレートでかつ高音 
質を確保でさる点び特長で、番組内容によりマル 
チチヤンネル設定び可能なフオーマツトです。似 
下び米国 y (テントナンノ（一です。 


08/937,9 己 0 

日， 481，614 

己 848391 

己，己 92, 己 84 

己， 291 ，己己 7 

5,781，888 

己， 4 己 1 ， 9 已 4 

08/039,478 

己 400 433 

08/211,547 

己， 222，189 

己， 703,999 

5,357,594 

08/557,046 

己 752 22 己 

08/894,844 

己 394,473 

己， 299,238 

己，己 83,962 

己， 299,239 

己 274,740 

5,299,240 

己， 633,9 吕 1 

己， 197,087 

己 297 236 

5,490，170 

4,914,701 

己， 264,846 

己， 23 己 ，671 

己， 268,68 己 

07/640, 己己 0 

己， 37 己 ，189 

己，己 79,430 

5, 己 81，654 

08/678,666 

日己 -1 吕 3,988 

98/03037 

5, 己 48, 己 74 

97/0287 己 

08/ 己 06,729 

97/02874 

08/576,495 

98/03036 

己， 717,821 

己， 227,7 吕吕 

08/392,7 己巨 

己， 28 己 ，498 














仕様 


AA / R 目単3形乾電池（動作確認用) 

ディスプレイユニット . 

ディスプレイケーブル . 

電源コード . 

AM ループアンテナ . 

FM 簡易アンテナ . 

同軸デジタルケーブル . 

光デジタルケーブル . 

SR + ケーブル . 

MCACC セットアップ用マイク . 

滑り止めパッド . 

スぺ ーサー . 

保証» . 

取扱説明書 


■その他 

レシーパーサブウーファー部 

外形寸法 ...... 200 mm X 37己 mm X 428 mm 

(幅） X 搞さ） X 娛行) 
質量 .9.0 kg 

ディスプレイユニット部 

外形寸法 . 200 mm X 51 mmX 已〇 mm 

(幅） X 搞さ） X 燥行) 
質量 .0.22 kg 

許容動作温度 . +已で〜+ 3己で 

許容動作湿度 ....... 曰％〜8曰％(結露のないこと ) 

■付属品 


スピーカーコード 

(4 m / フ□ントスピーカー用) 
(4 m / センタースピーカー用) 


絲就が-ファ-部 


■ アンプ部 

実用最大出力し!曰 TA ) 

フ□ント（:] kHz 、] 日〇/〇、4 〇) 

. 100 W / ch 

フ□ント（:] kHz 、 1日〇/〇、8 〇) 

. 已已 VV / ch 

センター (1 kHz ' 1日〇/〇、4 〇) ....... 100 W 

サラウンド （1 kHz 、 10%. 4 n ) 

. 100 W / ch 

サブウーファー(100 Hz . 1日〇/〇、 40) 
. 100 W 

■ チューナー部 


FM チューナー部 

受信周波数 .76.0 MHz 〜90.日 MHz 

アンテナ . 75 〇不平衡型 

AM チューナー部 

受信周波数 . 己22 kHz - 1629 kHz 

アンテナ . ループアンテナ 

■ サブウーファー部 

型式 . バスレフ式フ□ア型 

使用 スピーカー 

ウーファー .16 cm (コーン型） 

公称インピーダンス . 4 0 

再生周波数帯域 . 2已 Hz 〜1000 Hz 

最大入力 .100 W ( J 曰 TA ) 


■入力端子 


光デジタル入力 

角型光ジャック . 2 

同軸デジタル入力 

RCA 端テ . 1 

アナ□グ入力 

RCA 端テ . 1 

■ 電源部 

電源電圧 . AC ] 00 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 47 W 

スタンバイ消費電力 .0.20 W 


型式 . 密閉式ブツクシエルフ型 

防磁設計し OTA ) 

使用スピーカー .7.7 cm (コーン型) 

公称インピーダンス . 4 0 

再生周波数帯域 . 7己 Hz 〜2日000 Hz 

最大入力 . 100 W ( J 曰 TA ) 

外形寸法 

. 220 mm X 90 mm X ] 00 mm 

(幅） X 搞さ） X 娛行) 
質量 .0.70 kg 

■付属品 


豁〇-フさ)ピ-卜部 
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孤が ストカ-システム部 


ワイヤレス スピーカー 


電源 . 

消費電力 . 

アンプ 

実用最大出力. 


..AC ]00 V 、已〇 Hz /60 Hz 
. 30 W 


. 10 W/ch ( JEITA ) 

(1 kHz’THD 10 %, 4 Q ) 

使用スピーカー .7 cm (コーン型 ） X 2 

外形寸法 

. 461.已 mm X ] 76.己 mm X 9已 mm 

(幅 ）X (高さ ）X (奥行） 
質量 .2.9 kg 

■ トランス5ッター 

AC アダプター 

電源 . AC 100 V 、已〇 Hz /60 Hz 

定格 . 9 VA 

定格出力 . DC 12 V /300 mA 

消費電力（本体のみ） . 2 W 

入力 . RCA ジャック 

外形寸法 . 166 mm X 己6 mm X 112 mm 

(幅 ）X (高さ ）X (奥行） 
質量 .0.3 kg 

■付属品 

オーディオコード . 1 

AC アダプター . 

電源コード . 

コーシヨン ラベル . 

保証》 . 

取扱説明書 . 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるもので 
す。隣近所へのおもいやりを十分にいたしましよ 
ラ。ステレオの音量はあなたのむびけ次第で大さ 
くもルさくもなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でを 
通りやすいものです。夜間の音楽 
鑑賞には気を配りましよラ。近所 
へ音び漏れないよラに窓を閉めた 
り、 へッ ドホンで聞くのを 一つの 
方法です。お互いにむを配り、快 
い生活環境を守りましよラ。 


[ 音のエチケット "I 


仕様および外観は改良のため予告なく変更する 
ことびあります。 


本機は一般家庭用機器として作られたもの 
です。一般家庭用外（たとえば、飲食店等 
での営業用の長時間使用、車両、船舶への搭 
載使用）で使用し、故障した場合は、保証期 
間内でも有償修理を承ります。 


9その陋 


























サービス 拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県のちはミ中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合もございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


♦化海道地区 

☆札幌サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 01]-611 -已巨94 
FAX 0166-已己-7207 
FAX 01已已 -23-77 己7 
FAX 0138 -40 -巨473 


受付月〜金9:30〜1目:00 (± ■曰-祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜1吕:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 
〒〇己 4-0822 札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -0831 旭川市旭町1条 1T 目 438-89 
干080 -001 日帯広市西5条南 28T 目1-] 

干041 -0 目11函館市實岡町 2- 1 8-7 


•東北地区 

☆仙台サービスセンター 
山形 サービス 認定店 
郡山 サービス 認定店 
盛岡 サービス 認定店 
青森 サービス 認定店 
八戸 サービス 認定店 
が 田 サービス 認定店 


FAX 022-37 已 -499 巨 
FAX 023-日]已 -1627 
FAX 024-白9 1-74 巨巨 
FAX 01日-巨已 9- 189已 
FAX 017-735-2438 
FAX 01 78-44-33 己] 
FAX 018-869-7401 


受付月〜金9:30〜18:00吐•曰.祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干981 -3] 21仙台市泉区上谷刈 6-10-2 日 
干日日 0-0023 山形市松波 1-8-17 

干 963-8861 郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
干020 -0051 盛岡市下太田下 J II原1己 3-1 
干030 -08 吕1青森市 g 券田 2-1 巨-10 
干031 -0802 ノ V戸市ノ」、中里す 3-1 巨-8 
干010 -0802 秋田市が旭川き梶の目 346-1 


参東京都内 


受付月〜± 9:30〜1任00 ( 日•祝•弊社休業日は除く） 


世田谷 サービスステーション 
北 ま 京 サービスステーション 
多摩 サービスステーション 


FAX 03-3419-4234 干1已已 -0032 世田谷区代沢 4-2 已 -9 

FAX 03-3944-7800 干1 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第 H 义保ビル 1F 

FAX 042-已24-已947干1 90-0003 立川市栄巧 4-18-1 ェクセ J レ立川 1F 


•関東*甲信越地区 


な千葉サービスセンター 
松戸サービス認定店 
水戸サービス認定店 
つ<ばサービス認定店 
☆埼玉サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新潟サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
☆巧奈川サービスセンター 
横お化サービス認定店 
巧奈川西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 043-207-2 已已已 
FAX 047-340- 已〇已2 
FAX 029-248-1 30巨 
FAX 0298-已 8- 13巨日 
FAX 048 -6 己]-8030 
FAX 049 -233 -曰已81 
FAX 〇吕8-巨已7-已882 
FAX 0270 -22-1 呂已9 
FAX 02已 -374 -已7已巨 
FAX 02己 9-63-3400 
FAX 04己- 943-3788 
FAX 04已 -943-3] 已己 
FAX 046-231-1209 
FAX 04994-巨-124己 
FAX 02巨 3-48-0 已7己 
FAX 02日-229-已2已〇 
FAX 〇已已 -228-8003 


受付月〜金日:30〜] 8:00吐.曰.祝.弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (興社休業日は除く） 

干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1369-]椎の実八イツ 1F 
〒270 -002] ホ公戸市ル金原 4-9-23 
干3 ] 0-0844 水戸市住吉町 307-4 
干30己-004已ご < ば市梅園 2-2 -日 
干33 1-08 12さいたま市化区宜原町 1-310-1 
干3己 0-0804 JI 陋市下広谷 1128-11 
干32 1-0 日12宇都宮市石井町 3373-1 

干 372-080] 伊勢崎市宮テ町]] 91 -17 パサージュ808伊勢崎101号 
〒9已 0-0 目82新潟市堀之内南1 -20-1 1 
干9已 2- 1209佐渡市金井町千種1158-] 

干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
干 224-003 巨横お市都筑区勝田南 ]- 1 9- 17 
干 243-0422 海を名市中新田 4- 10-已3中山ビル 1F 
干100 -1211 兰宅村大字坪田 

干 390-0852 松本市大字島立 180-5 パイオニア松本拠点 1F 
干380 -0 日3已長野市中御所1 -24 
干400 -003 已甲府巿飯田4-日 -14 


参中部地区 


☆名ち屋サービスセンター 
岡崎 サービス 認定店 
津 サービス 認定店 
岐阜 サービス 認定店 
静岡 サービス 認定店 
沼ま サービス 認定店 
浜松 サービス 認定店 
金沢 サービス 認定店 
富山 サービス 認定店 
福井 サービス 認定店 


FAX 0己2-已 32-1] 48 
FAX 〇已 64-33-7080 
FAX 〇已 9-2 13-日712 
FAX 〇已 8-274 -已2已巨 
FAX 0己 4-237 -已目91 
FAX 〇已已 -9 巨 7-84 已已 
FAX 〇已 3-422- 1401 
FAX 076-240-0 已已〇 
FAX 07巨-42己-3027 
FAX 0776 -27- 17巨8 


受付月〜金日:30〜] 8:00吐■曰-祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
干4己1 -0063 名ち屋市西区押切 2-8- 18 


〒 444-093] 岡崎市大和町字荒田 36-1 大和ビレッジ B-1 
〒己] 4-082] ま市垂水己22-已 


干已 00-83 已6岐阜市六条江ま 1-1-3 

干 422-8034 静岡市駿巧区高松1-目-己 

干41 0-0876 沼津市化今ミ尺1 2-7 

〒43已 -0042 ミ兵松市德ヶ瀬町41已ビラモデルナ已号 

干920 -03 巨2金ミ尺市ち府3-曰 0-1K2 ビ J レ 1F 

〒 939-821 1實山市二□日 T 1 -7- 1 

〒日1 0-0001 福井市大願寺3-己 -9 













参関西地区 


☆大阪サービスセンター 

FAX 

0 巨-巨 3] 0-9120 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722 -7 已 -2 巨 2 己 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078 -2 巨已 -0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-己 1-2 巨已巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734-4 巨-302巨 

京都サービス認定店 

FAX 

07己-3已 2-2 已88 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -36-87] 3 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 


受付月〜金9:30〜18:00 (± .曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒已巨 4-00 已2吹田市広:芝田 J 己-8 

〒已日 3-8322 巧市西区津义野町 1-8-1 已□-ズマンション ] F 
〒曰已 1-0093 巧戸市中央区二宮町 1 T 目10 -1 □-レル兰宫ノースアベニュー 1 F 
〒巨71 -0224 姫路市別所町佐 ±4-2 
〒日4 1-0021 和歌山市和歌浦ま 3-1-2 已 

干 600-8322 京都市下京区西洞院通五条ま南角ル柳巧51 3-2 五条义保田ビル1 F 

〒日 30-8] 32奈良市大森西巧2 1-2 日 

〒日 20-00 已已福知山市德尾新町 2-74 カマ八チマンション 



参中国-四国地区 

☆広島サービスセンター 

FAX 

082 -248-9939 : 

岡山サービス認定店 

FAX 

08 巨- 244-8748 : 

松江サービス認定店 

FAX 

08 已 2-22-7779 : 

福山サービス認定店 

FAX 

0849-31-2791 : 

鳥取サービス認定店 

FAX 

08已 7-29- 1290 : 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834 -33 -已7已9 = 

高松サービスステーション 

FAX 

087-861-4841 : 

徳島サービス認定店 

FAX 

088-669-6076 = 

高巧サービス認定店 

FAX 

088-802-3321 : 

松山サービス認定店 

FAX 

089-9]!- 已608 : 


受付月〜金9:30〜18:00 (± ■曰■お-興社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付 9:30-12:00, ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干 730-0041 広島市中区ル巧 2-30 第二有楽ビル 1 F 

干700 -0 白7已岡山市今 8-1 已 -21 

〒巨 90-00] 7松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 

干 720-08 ] 已福山市野上町 3- 1 2-9 

〒巨 80-00 巨1，島取市立川田 J 己- 240-1 

干 745-0006 周南市巧富町3-]1森広事務所 1 F 

干 760-0078 高松市今里町 1-16-1 

干 770-8023 徳島市勝占町中須 92-] 大松ジョ U 力地下1階103号 
干 780-0051 高知市愛ち町 3-12-1 3晃栄ビル1 F 
干79 1-80] 3松山市山越已 -12-8 


♦九州地区 


☆福岡サービスセンター 

FAX 

092-412-7460 

化九州サービス認定店 

FAX 

093 -941-83 已 4 

博をサービス認定店 

FAX 

092-461-1 巨 43 

長崎サービス認定店 

FAX 

09 己- 849-4 巨 06 

熊本サービス認定店 

FAX 

09白-33 1-3323 

大分サービス認定店 

FAX 

097-已已 1-2049 

鹿児島サービス認定店 

FAX 

099 -201-3803 

宮崎サービス認定店 

FAX 

098己- 27-3 136 


受付月〜金 9:30-18:00 (± .曰■祝-薛社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜1狂00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多医博多駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化 区 熊本 1 T 目 日- 4植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博を 区 上牟田 2-6-7 
干 852-8] 4已長崎市昭和 1 T 目 12- 10ク U スタル八イツ平野 
干 862-09] 8熊本市巧立 5 T 目 14- 17 
干870 -0921 大分市軟原 3-23-1 已曰商ビル 10] 

干 890-004 巨鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーヴイド 2]1 F 
干880 -0821 宮崎市浮城町 98-1 


•沖縄県 

ミ中縄サービスステーション 


受付月〜金9:30〜18:00吐•曰■祝-弊社休業日は除く） 

TEL 098-87 白-1910干 90]-21 13浦添市大平 2-2-6 
FAX 098 -879- 13己2 


平成19年已月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 


この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業-科学-医療用機器のほか 

工場の製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要す 

る無線局）及び特定ル電力無線局（免許を要さない無線局）並びにアマチュア無 

線局（免許を要する無線局）び運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定ル電力無 
線局並びにアマチュア無線局び運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例 
び発生した場合には、すみやかに使用周波数を変更するか又は電波の発射を停 
止したうえ、下記連絡先にご連絡いたださ、混信回避のための処置など（例え 
ば、パーティションの設置など）についてご相談してください。 

3. その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無 
線局に対して有害な電波干渉の事例び発生した場合など何かお困りのことび 
起さたとさは、次の連絡先へお問い合わせください。 

連絡巧）カスタマーサポートセンター y 0070-800-81 81 -22 


^その他 


http://pioneer. jp/suppo け / 










< 各窓□へのお問い合わせの時のごを意 > 

市外局番「0070」で始まる y フ1」ーフオン及び「0120」で始まる画フリーダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用巧能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦ 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について_ 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜]日:00、±曜.日曜-祝日日:30〜12:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

参家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ■ 1-0070-800-81 81 -22 ■-般電話03— 已 496 — 2 日8日 

■ファックス 03-34 日0— 已718 

■インター ネット ホームページ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ.メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでも正常に動作しなし儒合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 



受付時間月曜〜金曜9:30〜19:00、 

±曜■日曜-祝日9:30〜] 2:0日、 13:00-18:00 

(弊社休業日は除く） 

■電話 

函0120-已-81028 ■-般電話 

03-已49日-2023 

■ファックス 

画0120-已-81029 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.htnnl 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄 ヴー ビス ステーシヨ ン（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜目:30〜18:00吐曜•日曜•祝日-弊社休業日は除く） 


■一般電話 

098-879-1910 


■フ アツ クス 

098-879-1352 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

参部品（付属品、 I 」モコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受まセンター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、 

±曜■日曜-祝日9:30〜12:00、 

13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

^0]20— 已一8]09己 

■-般電話〇已 38-43-]16] 

■ファックス 

^0]20— 已一8]09巨 



平成1日年日月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了をください。 V 0 L .023 


⑥2007パイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社： 頑]日 3-8 日日 4東京都目黒 区 目黒 1 T 目4番1号 


< ARA 7239- B > 












